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は

じ

め

に

前
後
四
百
年
に
わ
た
っ
て
存
続
し
た
漢
は
、
儒
教
の
勢
力
拡
大
に
伴
い
、
次
第
に
そ
の
経
典
・
教
義
に
沿
っ
て
諸
制
度
を
改
革
し
て

い
っ
た
。
こ
の
現
象
は
し
ば
し
ば
儒
教
の
国
教
化
と
し
て
議
論
さ
れ
る
。
通
説
で
は
前
漢
武
帝
の
五
経
博
士
設
置
に
よ
り
儒
教
が
国
教

化
し
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
実
効
性
及
び
董
仲
舒
の
対
策
に
代
表
さ
れ
る
関
連
史
料
へ
の
疑
念
か
ら
批
判
を
呼
び
、
特
に
福
井
重
雅
氏

は
武
帝
期
の
五
経
博
士
設
置
そ
の
も
の
を
否
定
し
、
元
帝
期
に
官
学
と
し
て
の
儒
教
が
体
制
化
・
制
度
化
し
た
と
す
る

(

儒
教
官
学
化

(

１))

。

他
方
、
五
経
博
士
設
置
を
重
視
し
な
い
研
究
も
存
在
す
る
。
西
嶋
定
生
氏
は
、
王
莽
期
に
お
け
る
宗
廟
・
郊
祀
の
国
家
祭
祀
改
革
と
緯

書
に
よ
る

｢

皇
帝｣

観
念
の
儒
家
的
古
礼
や

｢

天
子｣

観
念
へ
の
従
属
と
包
摂
に
儒
教
の
国
教
化
を
求
め

(

２)

、
板
野
長
八
氏
は
王
莽
の
讖

は
孔
子
に
よ
る
も
の
で
は
無
く

(

３)

、
郊
廟
改
革
を
経
て
孔
子
の
作
れ
る
図
讖
を
信
奉
し
た
後
漢
光
武
帝
の
時
期
に
儒
教
が
国
教
化
し
た
と
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す
る

(

４)

。
か
く
儒
教
国
教
化
議
論
は
、
五
経
博
士
を
め
ぐ
る
官
学
と
し
て
の
地
位
を
検
討
す
る
も
の
と
、
礼
制
改
革
と
讖
緯
を
中
心
に
皇

帝
や
国
家
・
社
会
と
の
関
係
を
考
察
す
る
も
の
に
大
別
で
き
よ
う
。
冨
谷
至
氏
は
五
経
博
士
を
設
置
し
た
前
漢
武
帝
期
に
儒
教
の
官
学

化
を
据
え
る
一
方

(

５)

で
、
讖
緯
思
想
が
釈
義
釈
経
的
な
緯
を
中
心
に
自
己
の
立
場
を
再
確
立
し
た
後
漢
章
帝
期
の
白
虎
観
会
議
に
儒
教
の

国
教
化
を
求
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は

(

６)

、
そ
の
典
型
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
二
つ
の
議
論
に
つ
い
て
福
井
氏
は
、
礼
制
改
革
の
出
現
は
元

帝
期
に
多
数
の
儒
家
的
官
僚
が
輩
出
し
た
結
果
で
あ
り
、
儒
教
国
教
化
の
原
因
で
は
な
い
と
し
て
西
嶋
・
板
野
両
説
を
批
判
す
る

(

７)

。
し

か
し
、
元
帝
期
の
儒
家
官
僚
進
出
が
礼
制
改
革
を
推
進
す
る
大
き
な
原
動
力
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
し
て
も
、
改
革
が
一
応
の

完
成
を
見
る
ま
で
に
幾
度
も
旧
制
回
帰
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
な
お
そ
の
間
に
展
開
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。

こ
こ
で
改
め
て
讖
緯
に
注
目
し
た
い
。
安
居
香
山
氏
は
緯
書
の
内
容
を
、
春
秋
戦
国
期
以
来
の
天
文
占
等
の
系
譜
に
連
な
っ
て
前
漢

早
期
か
ら
形
成
が
始
ま
っ
た
未
来
予
言
的
な
讖
類
と
、
今
文
学
者
や
方
士
・
陰
陽
家
に
よ
り
宣
・
元
帝
期
頃
か
ら
立
説
さ
れ
た
釈
義
釈

経
的
な
緯
類
に
分
け
、
そ
の
融
合
及
び
立
説
形
成
の
最
盛
期
を
哀
・
平
帝
期
に
求
め
た

(

８)

。
福
井
氏
は
讖
緯
的
儒
教
の
出
現
を
一
過
的
・

変
則
的
な
も
の
と
見
る
が

(

９)

、
安
居
氏
の
指
摘
の
如
く
讖
・
緯
は
長
い
年
月
を
か
け
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
中
心
の
一

た
る
今
文
学
説
は
後
漢
の
官
学
で
あ
り
、
讖
緯
が
一
部
で
あ
れ
公
的
な
今
文
学
説
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
十
分
想
定
し
得
る
。

儒
教
国
教
化
に
関
す
る
二
議
論
の
間
隙
を
埋
め
、
儒
教
が
い
か
に
し
て
漢
代
の
皇
帝
像
・
国
家
体
制
・
社
会
の
価
値
観
に
ま
で
浸
透
し

た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
儒
家
官
僚
が
奉
じ
た
儒
教
学
説
が
如
何
な
る
形
で
礼
制
改
革
完
成
に
寄
与
し
、
讖
緯
思
想
に
結
実

し
た
か
、
讖
緯
を
含
む
同
学
説
が
後
漢
国
家
・
社
会
に
お
い
て
も
有
意
に
存
続
し
た
か
、
少
な
く
と
も
こ
の
二
点
を
検
討
す
る
必
要
が
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あ
る
。

上
記
二
点
を
考
察
す
べ
く
、
安
居
氏
が
讖
緯
思
想
の
根
幹
思
想
と
考
え

(�)

、
ま
た
後
述
の
如
く
前
漢
郊
祀
と
深
く
関
わ
る
符
瑞
思
想
に

着
目
し
た
い
。
本
稿
は
同
思
想
を
軸
に
儒
教
と
皇
帝
や
国
家
・
社
会
と
の
関
係
を
考
察
し
、
儒
教
国
教
化
の
時
期
確
定
に
は
立
ち
入
ら

な
い
。
な
お

『
漢
書』

引
用
の
際
は
書
名
を
省
く
こ
と
と
す
る
。

第
一
章

前
漢
皇
帝
の
符
瑞
認
識
と
祭
祀

本
章
で
は
前
漢
元
・
成
帝
期
ま
で
の
儒
教
と
郊
祀
制
度
を
先
行
研
究
に
依
っ
て
概
観
し
た
上
で
、
前
漢
皇
帝
の
符
瑞
に
対
す
る
認
識

に
つ
い
て
郊
祀
を
中
心
と
す
る
祭
祀
と
の
関
連
か
ら
検
討
す
る
。

前
漢
初
期
に
重
視
さ
れ
た
の
は
、
法
家
直
系
の
刑
名
思
想
と
道
法
折
衷
の
黄
老
思
想
で
あ
っ
た

(�)

。
特
に
後
者
は
秦
の
暴
政
と
戦
乱
で

疲
弊
し
た
社
会
経
済
を
背
景
に
、
無
為
を
以
て
百
姓
を
安
集
す
る
術
と
し
て
漢
初
の
為
政
者
に
注
目
さ
れ
た

(�)

。
一
方
の
儒
教
は
、
福
井

重
雅
氏
に
よ
れ
ば
墨
家
の
理
論
を
加
味
し
た
特
異
な
も
の
で

(�)
、
当
時
の
儒
家
と
さ
れ
る
人
士
は
儒
法
等
置
の
思
想
家
で
あ
り
法
吏
で
あ
っ

た

(�)

。
儒
教
顕
在
化
の
転
換
点
に
福
井
氏
は
昭
帝
期
の
塩
鉄
会
議
を

(�)
、
漢
朝
の
儒
教
政
策
の
転
換
点
に
保
科
季
子
氏
は
宣
帝
末
年
の
石
渠

閣
会
議
を
指
摘
す
る

(�)
。
儒
教
は
内
朝
の
実
力
者
・
霍
光
か
ら
塩
鉄
会
議
以
来
の
援
助
を
受
け
、
法
家
の
凋
落
も
相
俟
っ
て
勢
力
を
拡
大

し
た
。
彼
の
専
制
時
代
に
立
身
出
世
し
た
多
数
の
儒
者
が
、
五
経
の
同
異
を
討
論
す
る
石
渠
閣
会
議
に
参
加
し
て
官
界
に
大
き
な
位
置

を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
宗
廟
・
郊
祀
の
制
度
が
儒
家
の
礼
制
に
合
わ
せ
て
改
革
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
迎
え
た
礼
制
改
革
の
一
対
象
で
あ
る
前
漢
郊
祀
制
度
は
、
ま
ず
文
帝
の
一
五
年

(

前
一
六
五)

の
黄
龍
出
現
を
契
機
と
す

両
漢
期
に
お
け
る
儒
家
的
符
瑞
思
想
の
展
開
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る
雍
五
畤
の
郊
祀
に
始
ま
り

(�)
、
武
帝
の
元
鼎
四
年

(

前
一
一
三)

の
地
の
祭
壇
た
る
汾
陰
后
土
壇
・
翌
五
年

(

前
一
一
二)

の
甘
泉
太
一

壇
の
設
置
で
成
立
し
た
。
鷲
尾
祐
子
氏
に
よ
れ
ば
、
宣
帝
の
親
政
後
初
の
甘
泉
泰
畤
郊
祀
に
よ
り
隔
年
の
太
一
壇
郊
祀
が
習
慣
化
し
、

元
帝
時
に
は
隔
年
郊
祀
が
旧
儀
と
し
て
遵
守
さ
れ
た

(�)
。
か
く
成
立
し
た
雍
五
畤
・
汾
陰
后
土
・
甘
泉
泰
畤
の
前
漢
三
郊
祀
は
都
長
安
か

ら
遠
方
で
行
わ
れ
た
。
金
子
修
一
氏
に
よ
れ
ば
、
前
漢
三
郊
祀
は
総
じ
て
儒
家
思
想
と
は
関
係
が
薄
く
、
方
術
・
呪
術
的
色
彩
が
強
か
っ

た

(�)
。
ま
た
鷲
尾
氏
に
よ
れ
ば
、
宣
帝
の
郊
祀
習
慣
化
に
は
符
瑞
が
駆
使
さ
れ
、
文
・
武
帝
の
郊
祀
の
起
点
も
符
瑞
出
現
に
あ
る

(�)

。
こ
れ

に
関
連
し
、
符
瑞
の
出
現
に
際
し
て
発
せ
ら
れ
た
詔
勅
は
し
ば
し
ば
郊
祀
や
山
岳
祭
祀
の
実
施
に
言
及
す
る
。
そ
こ
で
、
特
に
武
帝
以

後
の
符
瑞
認
識
に
つ
い
て
符
瑞
詔
勅
か
ら
検
討
し
よ
う

(�)
。

武
帝
の
符
瑞
詔
勅
八
首
は
全
て
祭
祀
に
関
連
す
る

(�)
。
元
封
二
年
夏
六
月
の
詔
勅
以
外
は
、
自
身
の
郊
祀
や
山
岳
祭
祀
に
触
れ
、
祭
祀

を
行
っ
て
符
瑞
が
出
現
し
た
と
い
う
叙
述
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
元
封
四
年
春
三
月
の
、

�
躬
ら
后
土
地�
を
祭
り
、
光
の
靈
壇
に
集
ま
る
こ
と
、
一
夜
に
三
燭
な
る
を
見
る
。
中�
宮
に
幸
し
、
殿
上
に
光
を
見
る

(�)

。

(

巻
六
武
帝
紀)

を
挙
げ
る
。
ま
た
元
封
二
年
夏
六
月
の
詔
勅
は
甘
泉
宮
の
芝
草
に
関
す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
機
に
作
ら
れ
た

｢

芝�
之
歌｣

が
前
漢

｢

郊
祀
歌｣

第
一
三
番
の

｢

齊�｣
で
あ
る

(�)
。
こ
の
他
、
元
狩
元
年
冬
十
月
の
雍
五
畤
祭
祀
で
白
麟
を
獲
た
時
の

｢

白
麟
之
歌｣

、
元
鼎

四
年
六
月
に
后
土
祠
の
旁
で
鼎
を
得
、
同
年
秋
に
渥�圭
水
中
で
馬
が
生
ま
れ
た
際
の

｢

寶
鼎
・
天
馬
之
歌｣

、
太
始
三
年
二
月
の
東
海

行
幸
で
赤
雁
を
獲
た
時
の

｢

朱
鴈
之
歌｣

が

(

以
上
巻
六
武
帝
紀)

、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
七
番

｢

朝
隴
首｣

・
第
一
二
番

｢

景
星｣

・
第
一
〇

番

｢

天
馬｣

の
前
半
・
第
一
八
番

｢

象
載
瑜｣

と
し
て

｢

郊
祀
歌｣

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
渥�圭
水
の
馬
や
東
海
の
赤
雁
は
郊
祀
と
直
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接
的
に
は
無
関
係
だ
が
、
そ
れ
を

｢

郊
祀
歌｣

に
含
め
た
点
に
、
郊
祀
を
中
心
と
す
る
祭
祀

(

の
対
象
た
る
天
地
の
神
々)

と
深
く
関
わ

る
も
の
と
し
て
符
瑞
を
捉
え
ん
と
す
る
武
帝
の
認
識
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
宣
帝
に
も
見
出
だ
せ
る
。

宣
帝
の
符
瑞
詔
勅
九
首
の
う
ち
、
自
身
の
祭
祀
に
言
及
す
る
の
は
神
爵
元
年
春
・
神
爵
四
年
春
二
月
・
五
鳳
三
年
春
三
月
の
三
首
で
、

雍
出
現
の
神
爵
に
対
す
る
元
康
三
年
夏
六
月
・
甘
泉
泰
畤
殿
中
出
現
の
神
爵
に
対
す
る
元
康
四
年
春
三
月
の
二
首
を
含
め
て
も
、
符
瑞

と
祭
祀
の
関
連
付
け
は
武
帝
に
比
し
て
弱
ま
っ
た
か
に
思
え
る

(�)
。
し
か
し
、
宣
帝
の
符
瑞
詔
勅
、
特
に
神
爵
四
年
春
二
月
の
詔
勅
は
、

武
帝
の
も
の
よ
り
も
具
体
的
に
郊
祀
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

乃�
に
鳳
皇
甘
露

京
師
に
降
集
し
、
嘉
瑞

並
ん
で
見
ゆ
。
泰
一
・
五
帝
・
后
土
の
祠
を
修
興
し
、�
り
は
百
姓
の��
を
蒙
る

爲
に
す
。
鸞
鳳

萬
も
て
舉
げ
、
蜚
覽��
し
、
集
ひ
て
旁
に
止
ま
る
。
齋
戒
の
暮
、�
光

顯�
た
り
。
薦
鬯
の
夕
、�
光

交

錯
す
。
或
は
天
よ
り
降
り
、
或
は
地
よ
り
登
り
、
或
は
四
方
よ
り
來
た
り
て
壇
に
集
ま
る
。
上
帝

嚮
を
嘉
し
、
海��
を
承
く

(�)

。

か
く
郊
祀
と
符
瑞
を
関
連
付
け
る
意
識
は
、
宣
帝
も
継
承
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
薦
鬯
と
は
神
に
対
し
て
香
酒
を
捧
げ
る
こ
と
だ
が
、
前
漢
で
は
皇
帝
自
ら
が
行
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
成
帝

の
事
例
に
見
よ
う
。
成
帝
唯
一
の
符
瑞
詔
勅
で
あ
る
建
始
二
年

(

前
三
一)

春
正
月
の
詔
勅
は
、
泰
畤
・
后
土
を
長
安
の
南
北
郊
に
移

し
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
。
後
述
の
如
く
、
こ
の
南
北
郊
祀
は
継
嗣
が
無
い
こ
と
を
理
由
に
廃
止
さ
れ
、
旧
三
郊
祀
が
復
活
し
た
。
元

延
二
年

(

前
一
一)

の
甘
泉
泰
畤
郊
祀
に
参
加
し
た
楊
雄
は

(�)
、

玄���
と
し
て
、
秬
鬯�
淡
た
り
、�
嚮

豐
融
と
し
て
、
懿
懿
芬
芬
た
り
。
炎�
龍
を
感
ぜ
し
め
、�票
碩
麟
を
訛
か
す
。

巫
咸
を�
び
て
帝�
に
叫
ば
し
め
、
天
庭
を
開
き
て
羣�
を
延
く
。�賓
暗
藹
と
し
て�
壇
に
降
り
、
瑞

穰
穰
と
し
て
委
る
こ
と

両
漢
期
に
お
け
る
儒
家
的
符
瑞
思
想
の
展
開
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山
の
如
し

(�)
。(

巻
八
七
上
楊
雄
伝
上

｢

甘
泉
賦｣)

と
降
神
の
様
子
を
歌
う
。
引
用
の
冒
頭
箇
所
が
柄
杓
に
香
酒
を
注
ぐ
様
子
で
あ
る
。
鷲
尾
氏
に
よ
れ
ば
、
前
漢
郊
祀
で
献
酒
を
行
う
の

は
女
楽
の
役
割
で
、
皇
帝
は
そ
れ
を
望
拝
し
て
い
た

(�)
。
ま
た
天
門
か
ら
神
々
を
導
い
て
降
り
て
く
る
の
は
巫
咸

(

殷
の
巫
官)

と
表
現

さ
れ
た
人
物

(�)
、
つ
ま
り
巫
祝

(

シ
ャ
ー
マ
ン)

で
あ
る

(�)
。
神
々
の
降
壇
と
と
も
に
符
瑞
が
集
積
し
た
こ
と
が
最
後
に
歌
わ
れ
、
郊
祀
で

の
符
瑞
出
現
が
巫
祝
の
降
神
に
よ
る
か
の
印
象
を
抱
か
せ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
前
漢
皇
帝
は
符
瑞
の
出
現
に
直
接
的
に
は
関
与
せ
ず
、

祭
祀
を
通
じ
て
巫
祝
に
符
瑞
到
来
を
天
地
鬼
神
に
祈
ら
せ
た
、
と
考
え
得
る
。
巫
祝
の
術
が
符
瑞
出
現
に
結
び
つ
く
か
否
か
は
皇
帝
の

徳
如
何
と
し
て
も
、
皇
帝
と
符
瑞

(

を
下
す
天)

と
の
間
に
巫
祝
が
介
在
す
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
皇
帝
の
徳
は
天
地
に
直
接
届

か
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
前
漢
皇
帝
は
郊
祀
を
中
心
と
す
る
祭
祀

(

を
通
じ
て
交
渉
す
る
天
地
鬼
神)

を
、
符
瑞
出
現
と
関
連
付
け
て
認
識
し
、

し
ば
し
ば
祭
祀
に
よ
っ
て
符
瑞
が
到
来
し
た
か
の
よ
う
に
表
現
し
た
。
そ
の
祭
祀
で
は
、
皇
帝
は
巫
祝
の
降
神
と
符
瑞
招
来
を
望
拝
・

傍
観
す
る
位
置
に
お
り
、
祭
祀
の
対
象
た
る
天
地
鬼
神
と
符
瑞
と
に
対
し
て
直
接
的
に
は
関
与
し
な
か
っ
た

(�)

。
後
漢
皇
帝
の
符
瑞
詔
勅

は
五
首
と
少
な
く

(�)
、
一
概
に
比
較
で
き
な
い
が
、
祭
祀
の
実
施
に
言
及
す
る
も
の
が
一
首
も
無
い
こ
と
は
、
前
漢
皇
帝
の
符
瑞
と
祭
祀

を
関
連
付
け
る
意
識
が
相
対
的
に
強
か
っ
た
こ
と
の
傍
証
と
な
り
、
郊
祀
を
中
心
と
す
る
祭
祀
の
認
識
に
両
漢
で
変
化
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
唆
し
よ
う
。
そ
の
契
機
と
し
て
成
帝
期
の
郊
祀
改
革
が
挙
げ
ら
れ
る
。
章
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

第
二
章

郊
祀
改
革
と
符
瑞
思
想
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本
章
で
は
、
成
・
哀
帝
期
の
郊
祀
改
革
に
つ
い
て
符
瑞
思
想
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
。
ま
ず
こ
の
改
革
を
巻
二
五
郊
祀
志
下
に
依
っ

て
概
観
し
よ
う

(�)
。

建
始
元
年

(

前
三
二

(�))
、
丞
相
匡
衡
と
御
史
大
夫
張
譚
が
、
天
は
王
者
の
い
る
場
所
で
祭
祀
を
受
け
る
た
め
祭
祀
場
を
都
に
移
す
こ
と

は
古
の
帝
王
と
一
致
す
る
、
と
い
う
理
由
か
ら
甘
泉
泰
畤
・
河
東
后
土
を
長
安
に
移
す
よ
う
奏
言
し
た
。
大
司
馬
車
騎
将
軍
許
嘉
ら
八

人
の
反
対
、
そ
れ
に
対
す
る
右
将
軍
王
商
ら
五
十
人
の
反
駁
を
経
て
、
衡
・
譚
が
再
度
奏
議
し
、
長
安
の
南
北
郊
祀
が
翌
年
実
現
し
た
。

し
か
し
匡
衡
の
官
爵
剥
奪
後
に
改
革
反
対
者
が
多
数
現
れ
、
永
始
三
年

(

前
一
四

(�))

、
成
帝
の
無
嗣
を
理
由
に
皇
太
后
が
旧
郊
祀
復
興
の

詔
勅
を
下
し
た
。
成
帝
崩
御
の
際
に
南
北
郊
が
一
時
的
に
復
活
す
る
も
、
次
代
の
哀
帝
が
建
平
三
年

(

前
四)

に
再
び
旧
郊
祀
を
復
興

さ
せ
た
。

匡
衡
ら
の
改
革
案
は
、
呪
術
的
色
彩
を
帯
び
た
前
漢
郊
祀
を
改
め
、
儒
家
本
来
の
郊
祀
礼
を
打
ち
立
て
、
皇
帝
を
礼
の
軌
道
に
載
せ

る
た
め
の
も
の
と
さ
れ
る

(�)
。
と
こ
ろ
で
、
匡
衡
失
脚
後
に
抬
頭
し
て
き
た
改
革
反
対
者
の
一
人
で
あ
る
劉
向
は
、
歴
代
皇
帝
を
通
じ
て

神
光
の
符
瑞
が
出
現
し
た
こ
と
か
ら
、
三
祠
を
漢
の
伝
統
あ
る
祭
祀
場
と
主
張
し
た

(�)
。
こ
れ
を
呪
術
的
と
し
て
排
斥
し
た
匡
衡
ら
改
革

派
は
、
前
漢
郊
祀
に
関
わ
る
符
瑞
も
そ
う
見
な
し
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
は
符
瑞
全
般
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

彼
ら
の
改
革
議
論
と
符
瑞
思
想
の
間
に
は
、
誠
と
い
う
概
念
が
共
通
項
と
し
て
看
取
で
き
る
。

匡
衡
ら
が
郊
祀
改
革
で
最
も
重
視
し
た
の
は
、
天
子
が
天
の
秩
序
を
承
け
る
こ
と

(�)
、
祭
祀
に
あ
っ
て
は
自
身
の
誠
を
神
に
致
す
こ
と

で
あ
る

(�)

。
甘
泉
泰
畤
の
過
度
な
装
飾
の
廃
止
を
求
め
た
匡
衡
の
言
に
、

以
爲
ら
く��
の
功�
は
至
大
に
し
て
、�
微
を
修
め
て
庶
物
を
備
ふ
と
雖
も
、�
ほ
以
て
功
に
報
ゐ
る
に
足
ら
ず
、
唯
だ
至
誠

両
漢
期
に
お
け
る
儒
家
的
符
瑞
思
想
の
展
開
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の
み
可
た
り
、
と
、
故
に
質
を
上
び
て�
ら
ず
、
以
て
天�
を
章
ら
か
に
す

(�)

。(

巻
二
五
郊
祀
志
下)

と
あ
り
、
神
に
報
い
天
徳
を
明
ら
か
に
で
き
る
至
誠
を
強
調
す
る
。
誠
と
は
誠
実
や
真
心
の
こ
と
だ
が
、
既
に

『

孟
子』

離
婁
上
で
宇

宙
論
的
性
格
を
有
し
、『

荀
子』

不
苟
や

『

礼
記』

諸
篇
に
散
見
さ
れ
る
。
特
に
中
庸
篇
の
誠
は
極
度
に
形
而
上
化
し
て
お
り

(�)

、
板
野

氏
に
よ
れ
ば
、｢
天
地
万
物
の
性
に
一
貫
し
、
か
つ
天
地
万
物
は
誠
を
通
じ
て
感
応
す
る
こ
と
が
で
き｣

、｢

従
っ
て
人
は
至
誠
と
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
性
を
充
実
す
る
の
み
な
ら
ず
、
誠
の
感
応
作
用
に
よ
っ
て
人
の
性
、
物
の
性
を
充
実
せ
し
め｣

る
も
の
で
あ
っ

た

(�)
。
ま
た

『

呂
氏
春
秋』
を
中
心
に
考
察
し
た
武
田
時
昌
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
と
類
似
表
現
の
精
誠
は
人
心
と
物
類
の
感
応
関
係
を
引

き
起
こ
す
力
の
、
合
理
的
な
解
釈
を
導
く
術
語
で
あ
る

(�)
。『

韓
詩
外
伝』

巻
四
の
、

惟
だ
誠
の
み�
を
感
ぜ
し
め
、
民
心
に�
し
、
刑
敬
の
本
を
知
る
、
則
ち
怒
ら
ず
と
も
威
あ
り
、
言
は
ず
と
も
信
あ
り
。
誠
、�

の
主
な
り
。
言
の
聚
ま
る�
な
り
。
詩
に
曰
く
、
鐘
を
宮
に
鼓
す
れ
ば
、
聲

外
に
聞
ゆ
、
と

(�)

。

は
両
氏
の
見
解
を
端
的
に
示
す
も
の
だ
ろ
う
。
引
用
さ
れ
た
詩
は

『

礼
記』

大
学
に
見
え
る

｢

中
に
誠
な
れ
ば
、
外
に
形
は
る

(

誠
於

中
、
形
於
外)｣

と
同
様
、
誠
を
自
身
の
内
に
宿
せ
ば
、
そ
れ
が
自
ず
と
自
身
の
外
に
表
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

神
を
感
動
さ
せ
る
こ
の
機
能
こ
そ
、
郊
祀
親
祭
で
天
子
が
天
の
序
を
承
け
る
こ
と
を
目
指
し
た
匡
衡
ら
が
誠
を
掲
げ
た
理
由
だ
ろ
う
。

巫
祝
・
女
楽
を
介
さ
ね
ば
天
地
に
届
か
な
か
っ
た
皇
帝
の
徳
は
、
誠
に
よ
り
直
接
届
く
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
彼
ら
が
誠
を
持
ち
だ
し

た
背
景
に
は
、
誠
を
致
す
人
間
こ
そ
王
者
に
相
応
し
い
と
す
る
当
時
の
思
想
潮
流
が
あ
っ
た
。
そ
の
誠
は
以
下
で
見
る
如
く
、
往
々
に

し
て
災
異
を
鎮
静
さ
せ
符
瑞
を
招
来
す
る
作
用
を
伴
っ
た
。

誠
が
明
確
に
符
瑞
思
想
の
中
で
登
場
す
る
の
は
遅
く
と
も
武
帝
期
だ
ろ
う
。
こ
の
時
期
は
朝
廷
内
外
で
誠
の
符
瑞
思
想
が
展
開
さ
れ
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た
。
こ
こ
で
は
朝
廷
外
、
淮
南
王
劉
安
が
学
者
を
集
め
て
作
ら
せ
た

『

淮
南
子』

に
注
目
す
る

(�)

。
そ
の
泰
族
訓
に
は
、

�
誠�
に
感
じ
、
形
氣

天
に
動
か
ば
、
則
ち
景
星

見
れ
、�
龍

下
り
、�
鳳

至
り
、
醴
泉

出
で
、
嘉�
生
え
、
河

滿�

せ
ず
、�
溶
波
せ
ず

(�)
。

と
あ
り
、
気
の
概
念
を
導
入
し
て
は
い
る
が
、
こ
の
精
誠
理
解
は

『

韓
詩
外
伝』

及
び
大
学
篇
に
沿
い
、
さ
ら
に
招
瑞
鎮
災
の
作
用
を

有
し
て
い
る
。

こ
の
誠
観
念
を
引
き
継
い
だ
と
思
し
き
記
述
が

『

塩
鉄
論』

和
親
の
文
学
の
発
言
に
看
取
で
き
る
。

王�
中
立
し
て
天
下
を
聽
め
、�
方
外
に
施
さ
ば
、�
國
殊
俗
、
闕
廷
に
臻
り
、
鳳
皇

列
樹
に
在
り
、
麒
麟

郊
藪
に
在
り
、

羣
生
庶
物
、
澤
を
被
ら
ざ
る
は
莫
し

(�)
。

万
民
万
物
が
王
者
の
徳
沢
を
被
り
、
絶
域
は
来
朝
し
麟
鳳
は
出
現
す
る
。
こ
れ
が
誠
に
よ
る
こ
と
は
直
後

(

①)

で
語
ら
れ
る
が
、
そ

の
表
現
は
泰
族
訓

(

②)

と
酷
似
す
る
。

①
非
足
行
而
仁�
之
也
、
推
其
仁
恩
而
皇
之
、
誠
也
。

②
非�
辯
而
家�
之
也
、
推
其
誠
心
、
施
之
天
下
而
已
矣
。

②
は
和
親
篇
同
様
に
夷
狄
来
朝
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

か
く
地
方
の
学
者
の
手
に
な
る

『

淮
南
子』

で
語
ら
れ
た
誠
観
念
は
、
儒
家
思
想
を
身
に
着
け
た
塩
鉄
会
議
の
文
学
に
継
承
さ
れ
、

同
会
議
を
機
に
彼
ら
が
官
界
へ
進
出
し
た
こ
と
で
、
中
央
政
界
に
お
け
る
誠
の
影
響
力
は
強
ま
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
表
出
し
た

の
が
郊
祀
改
革
中
の
成
・
哀
帝
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
災
異
が
頻
発
し
、
皇
帝
は
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
。
下
問
に
応
じ
た
杜
欽
・

両
漢
期
に
お
け
る
儒
家
的
符
瑞
思
想
の
展
開
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谷
永
は
成
帝
に
、
杜�業
・
孔
光
は
哀
帝
に
誠
を
致
す
こ
と
を
請
う
た
。
か
く
誠
は
多
く
の
人
士
が
奉
ず
る
政
治
思
想
と
な
っ
て
い
た
。

以
下
、
杜�業
の
誠
観
念
を
検
討
す
る

(�)
。

元
寿
元
年

(

前
二)

正
月
朔
日
の
日
蝕
に
つ
い
て
対
策
を
行
っ
た
杜�業
は
そ
の
原
因
や
解
決
策
を
述
べ
、

願
は
く
は
陛
下�
誠
を
加
致
し
、
始
初
を
思
ひ
承
け
、
事
は�
古
を
稽
へ
、
以
て
下
心
を
厭
へ
ん
こ
と
を
、
則
ち
黎
庶
羣
生�

喜
せ
ざ
る
は
無
く
、
上
帝
百�
威
怒
を
收�
し
、���
祿

何
ぞ�
ひ
て
報
い
ざ
ら
ん
や

(�)

。(

巻
八
五
杜�業
伝)

と
締
め
括
っ
た
。『

淮
南
子』
以
来
の
鎮
災
招
福
の
精
誠
観
を
継
承
し
て
お
り
、｢

黎
庶
羣
生�
喜
せ
ざ
る
は
無
し｣

は

『

塩
鉄
論』

和
親
の

｢

羣
生
庶
物
、
澤
を
被
ら
ざ
る
は
莫
し｣

に
類
似
す
る
。
板
野
氏
の
言
う

｢

人
の
性
、
物
の
性
を
充
実
せ
し
め｣

る
誠
の
感
応

作
用
を
示
す
表
現
だ
ろ
う
。
か
く
武
帝
期
以
来
の
誠
観
念
を
継
承
す
る
杜�業
は
、
成
帝
期
に
郊
祀
改
革
を
再
主
張
し
た
王
商
に
改
革
推

進
を
求
め
た
。

東
鄰
の
牛
を
殺
す
は
、
西
鄰
の�龠
て
祭
る
に
如
か
ず
、
奉
天
の�
、
貴
ぶ
に
誠
質
を
以
て
せ
ば
大
ひ
に
民
心
を
得
る
を
言
ふ
な
り
。

行

穢
る
れ
ば
祀

豐
と
い
へ
ど
も
、�
ほ�
を
蒙
ら
ず
、�
修
ま
り
薄
を
薦
む
れ
ば
、
吉

必
ず
大
來
す
。
…
…�
瑞

未
だ�

れ
ず
、
咎�
仍
り
に
臻
る
。
三
郡
の
奏
す
る�
を
迹
せ
ば
、
皆
な
變
故
有
り
。
答
へ
ず
饗
せ
ず
、
何
を
以
て
か
此
よ
り
甚
し
と

せ
ん
や

(�)
。(

巻
二
五
郊
祀
志
下)

杜�業
の
奉
天
の
道
は
、
至
誠
の
み
が
天
徳
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
匡
衡
、
誠
こ
そ
神
を
感
ぜ
し
め
民
心
に
達
す
る
も
の
と
す
る

『

韓

詩
外
伝』

の
理
解
に
沿
う
。
ま
た
災
異
が
続
い
て
符
瑞
が
現
れ
な
い
原
因
を
、
皇
帝
が
天
意
に
応
え
ず
天
が
皇
帝
の
祭
祀
を
受
け
な
い

た
め
、
つ
ま
り
皇
帝
が
上
記
の
奉
天
の
道
を
有
し
て
い
な
い
た
め
と
す
る
。
こ
こ
に
杜�業
の
精
誠
観
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
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い
。
郊
祀
改
革
支
持
者
に
と
っ
て
、
天
地
に
致
す
べ
き
誠
と
は
符
瑞
を
齎
し
災
異
を
鎮
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、『

孟
子』

『

荀
子』

な
ど
に
由
来
す
る
誠
は
、
武
帝
期
頃
よ
り
招
瑞
鎮
災
機
能
を
有
し
、
塩
鉄
会
議
を
機
に
官
界
へ

の
影
響
力
を
強
め
、
成
・
哀
帝
期
に
は
主
流
の
政
治
思
想
の
一
つ
と
な
っ
た
。
誠
を
致
す
皇
帝
は
、
巫
祝
・
女
楽
と
い
う
専
門
技
術
者

を
使
役
す
る
こ
と
無
く
、
徳
を
施
す
と
い
う
人
道
的
な
形
で
天
地
万
物
に
直
接
働
き
か
け
、
感
応
す
る
こ
と
が
で
き
る

(�)

。
こ
う
し
た
皇

帝
像
こ
そ
、
前
漢
後
期
の
儒
家
が
理
想
と
し
、
郊
祀
改
革
を
支
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
元
帝
期
の
廟
制
改
革
と
と
も
に
、
成

帝
期
の
郊
祀
改
革
は
成
功
に
至
ら
な
か
っ
た
。
次
章
で
そ
の
理
由
を
考
察
す
る
。

第
三
章

経
文
主
義
と
緯
書
の
形
成

本
章
で
は
、
前
漢
後
期
の
礼
制
改
革
が
難
航
し
た
原
因
と
符
瑞
思
想
と
の
関
連
を
考
察
す
る
。

礼
制
改
革
が
容
易
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
近
年
は

｢

古
制｣

派
と

｢

漢
家
故
事｣

派
の
対
立
か
ら
理
解
す
る
保
科

氏
の
説
が
有
力
で
あ
ろ
う

(�)
。
元
・
成
帝
期
で
は
石
渠
閣
会
議
後
に
抬
頭
し
た
儒
教
礼
制
を
奉
ず
る

｢

古
制｣

派
の
勢
力
が
強
く
、
哀
帝

期
で
は
漢
の
伝
統
的
な
や
り
方
を
保
持
せ
ん
と
す
る

｢
故
事｣

派
の
傅
・
丁
氏
が
優
勢
と
な
り
、
帝
の
死
に
よ
る
傅
氏
の
失
脚
で

｢

古

制｣

派
の
王
氏
が
政
権
を
掌
握
し
、｢

故
事｣

派
の
駆
逐
に
成
功
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
思
想
史
上
無
視
し
得
な

い
他
の
理
由
も
考
え
得
る
。

廟
制
改
革
の�
末
は
巻
七
三
韋
玄
成
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
総
結
と
し
て
班
固
の
父
・
班
彪
は
、

元
・
成
の
後
よ
り
學�
蕃
滋
た
り
、
貢
禹

宗
廟
を
毀
ち
、
匡
衡

郊
兆
を
改
め
、
何
武

三
公
を
定
め
、
後
に
皆
な
數
し
ば
復
す
、

両
漢
期
に
お
け
る
儒
家
的
符
瑞
思
想
の
展
開
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故
に
紛
紛
と
し
て
定
ま
ら
ず
。
何
ぞ
や
。
禮
文

缺
微
し
、
古
今

制
を
異
に
し
、
各
お
の
一
家
を
爲
さ
ば
、
未
だ
易
へ
て�
へ
に

定
む
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。�
儒
の
議
を
考
觀
す
る
に
、
劉�
博
に
し
て
篤
た
り

(�)

。

と
述
べ
、
議
論
紛
糾
の
原
因
の
一
つ
に
礼
関
連
の
文
言
の
欠
如
を
挙
げ
、
諸
儒
の
議
論
で
劉�
が
最
も
優
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
同

伝
中
、
経
書
名
・
篇
名
を
明
示
し
て
そ
の
文
言
を
引
用
し
た
の
は
、
劉�
以
前
は

『

礼
記』

祭
義
の
み
だ
が

(�)

、
劉�
は

『

礼
記』

王
制
・

『

春
秋
穀
梁
伝』

・『
春
秋
左
氏
伝』

・『

礼
記』

祀
典

(�)
・『

春
秋
外
伝』

を
挙
げ
て
い
る
。
班
彪
の
評
価
は
経
書
所
載
の
文
言

(

便
宜
上
、

経
文
と
仮
称)

を
根
拠
と
し
た
議
論
か
否
か
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
、
金
子
氏
は
郊
祀
改
革
の
議
論
に
つ
い
て
、｢

匡
衡

ら
の
長
安
南
北
郊
祀
設
立
の
奏
言
に
は
儒
教
の
経
書
は
ほ
と
ん
ど
引
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
王
莽
の
頃
か
ら
、
皇
帝
祭
祀
に
つ
い
て

経
書
を
引
用
す
る
ケ
ー
ス
が
ふ
え
て
く
る
事
実
に
も
、
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る｣

と
指
摘
す
る

(�)

。
経
文
は

｢

古
今
異
制｣

を
乗
り

越
え
て
礼
制
改
革
を
成
功
せ
し
め
る
、
一
つ
の
鍵
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
経
文
を
重
視
す
る
姿
勢

(

便
宜
上
、
経
文
主
義
と
仮
称)

に
は
、
劉�
の
父
・
向
の
影
響
が
あ
っ
た
。
前
述
の
如
く
劉
向
は

郊
廟
改
革
に
は
反
対
の
立
場
に
い
た
。
こ
れ
は
宗
室
の
一
員
と
し
て
漢
家
の
故
事
を
守
る
姿
勢
と
理
解
さ
れ
る

(�)

。
し
か
し
、
劉
向
は
晩

年
に
辟
雍
建
設
を
提
案
し
て
い
る

(�)
。
辟
雍
と
は
古
の
天
子
の
大
学
で
、
渡
辺
信
一
郎
氏
は
天
子
廟
・
南
北
郊
祀
と
と
も
に

｢

古
制

(

古

典)｣

に
基
づ
く
国
制
に
含
め
る

(�)
。
劉
向
は

｢

古
制｣

に
沿
う
提
案
を
行
っ
た
点
で
、
匡
衡
ら
礼
制
改
革
派
と
同
じ
立
場
に
い
た
。
劉

向
を

｢

古
制｣

派
か

｢

故
事｣

派
か
に
截
然
と
分
類
す
る
の
は
困
難
だ
ろ
う
。

劉
向
は
郊
廟
改
革
反
対
の
理
由
に

｢

古
今

制
を
異
に
し
、
經
に
明
文
無
し

(

古
今
異
制
、
經
無
明
文)｣

(

巻
二
五
郊
祀
志
下)

を
挙
げ

る
。
町
田
三
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
劉
向
の
郊
廟
改
革
反
対
の
一
つ
の
理
由
は
経
文
に
定
説
の
無
い
こ
と
で
、
彼
の
学
問
は
経
典
に
あ
く
ま
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で
準
拠
を
求
め
る
態
度
で
一
貫
し
て
い
た

(�)
。
つ
ま
り
、
経
文
の
根
拠
が
無
い
改
革
に
反
対
し
た
劉
向
の
消
極
的
な
経
文
主
義
は
、
古
文

経
典
の
文
言
を
も
根
拠
と
し
て
改
革
案
を
示
し
た
劉�
・
王
莽
の
積
極
的
な
経
文
主
義
に
展
開
し
た
と
い
え
る
。

経
文
主
義
は
さ
ら
な
る
展
開
を
見
せ
た
。
金
子
氏
は
後
漢
の
郊
廟
制
度
運
用
に
つ
い
て
、
経
書
の
不
充
分
な
部
分
を
補
完
し
た
緯
書

の
意
義
を
強
調
す
る

(�)
。
氏
の
指
摘
と
以
上
の
検
討
か
ら
、
経
典
中
に
自
説
を
支
持
す
る
文
言
を
見
出
し
得
な
い
儒
家
は
、
経
文
の
有
無

が
重
視
さ
れ
る
に
至
り
、
経
書
に
並
ぶ
も
の
と
し
て
緯
書
を
作
成
し
、
そ
の
中
に
自
説
に
沿
う
文
言
を
書
き
記
し
、
こ
れ
を
経
文
に
準

ず
る
根
拠
に
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
諸
儒
の
思
想
が
わ
ざ
わ
ざ
儒
教
の
祖
・
孔
子
の
著
書
と
し
て
文
章
化
さ
れ
る
に
は
、

前
述
の
如
く
、
儒
教
経
典
と
そ
の
文
言
の
重
要
性
が
自
覚
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
儒
教
経
典
は
前
漢
後
期
に
お
い
て
神
秘
的
に
捉
え
ら
れ
た
。
成
帝
が
即
位
し
た
際
の
匡
衡
の
上
疏
に
、

臣

聞
く
な
ら
く
六
經
な
る�
は
、�
人
の
以
て
天
地
の
心
を
統
べ
、
善
惡
の
歸
を�
し
、
吉
凶
の
分
を
明
ら
か
に
し
、
人�
の

正
に�
じ
、
其
の
本
性
に
悖
ら
ざ
ら
し
む
る�
の�
な
り
。
故
に
六
藝
の
指
に
審
ら
か
な
れ
ば
、
則
ち
人
天
の
理
は
得
て
和
す
べ

く
、
草
木
昆
蟲
は
得
て
育
つ
べ
く
、
此
れ
永
永
不
易
の�
な
り
。
及
び
論
語
・
孝
經
は
、�
人
言
行
の�
な
れ
ば
、
宜
し
く
其
の

意
を
究
す
べ
し

(�)
。(

巻
八
一
匡
衡
伝)

と
あ
り
、
経
書
に
通
じ
れ
ば
天
人
の
理
を
調
和
し
、
万
物
を
化
育
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
匡
衡
は
、
聖
人
孔
子
の
言
行
の
要

録
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、『

論
語』

と

『

孝
経』

の
意
を
尽
く
す
よ
う
請
う
て
い
る
。
両
書
は
元
帝
が
学
ん
だ
他

(

巻
七
一
疏
廣
伝)

、

昭
帝
が

『

尚
書』

と

(

巻
七
昭
帝
紀)

、
宣
帝
が

『

詩』

と

(

巻
八
宣
帝
紀)
、
広
川
王
去
が

『

易』

と
併
修
す
る
な
ど

(

巻
五
三
廣
川
惠
王

越
伝)

、
前
漢
中
期
以
降
で
は
経
書
に
次
ぐ
書
と
し
て
宗
室
か
ら
重
視
さ
れ
た
。
引
用
箇
所
の
文
脈
か
ら
、
匡
衡
が
両
書
の
孔
子
の
言

両
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行
に
も
神
秘
性
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
緯
書
を
形
成
し
た
経
文
主
義
に
連
な
っ
て
、
六
芸
五
経
で
は
な
い

両
書
の
名
を
冠
し
た
讖
緯
書
が
存
在
す
る
背
景
の
一
つ
と
考
え
得
る
。
ま
た
劉
向
の
経
書
観
は
、
本
稿
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

凡
そ
六
經
は
帝
王
の�
す�
に
し
て
、
四
靈
を
致
さ
ざ
る
は
莫
し
。�
盛
ん
な
れ
ば
則
ち
以
て
畜
と
爲
し
、
治�
ら
か
な
れ
ば

則
ち
時
氣

至
る

(�)
。(『

説
苑』

辨
物)

こ
う
し
た
麟
鳳
亀
龍
の
四
霊
を
致
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
経
書
観
が
、
経
文
主
義
の
下
で
緯
書
に
符
瑞
思
想
を
記
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。

安
居
氏
は
緯
書
の
符
瑞
思
想
を
予
言
・
予
兆
的
な
讖
類
に
属
す
る
も
の
と
解
し
た
が

(�)

、
そ
の
一
部
は
経
文
や
そ
れ
が
示
す
教
義
を
敷
衍

し
た
も
の
で
、
経
書
を
補
う
緯
類
に
含
め
る
べ
き
で
あ
る
。
緯
書
成
立
前
後
の
儒
家
に
と
っ
て
、
人
道
の
実
践
に
よ
る
符
瑞
の
招
来
は
、

儒
学
の
正
道
を
外
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

な
お
赤
精
子
の
讖
が
記
さ
れ
た
成
・
哀
帝
期
の

『

天
官
歴
包
元
太
平
経』

や
王
莽
が
頗
る
利
用
し
た
符
命
な
ど
、
時
期
を
前
後
し
て

受
命
の
書
が
流
行
し
た
。
経
書
に
限
ら
ず
、
当
時
は
何
物
か
に
綴
ら
れ
た
文
字
に
重
要
性
を
見
出
す
傾
向
に
あ
っ
た
ら
し
い

(�)

。
孔
子
の

言
行
が
神
秘
性
を
帯
び
た
当
時
、
そ
の
予
言
に
擬
し
た
讖
は
高
い
信
憑
性
を
も
っ
た
で
あ
ろ
う
。
緯
書
中
の
讖
・
緯
混
在
の
一
因
と
考

え
ら
れ
る

(�)
。

さ
て
緯
書
の
符
瑞
記
述
は
、
五
帝
三
代
の
符
瑞
故
事
と
、
王
者
の
行
動
と
符
瑞
出
現
を
結
ぶ
理
論
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
、
前
者
は
尚

書
緯
・
尚
書
中
候
と
春
秋
緯
、
後
者
は
礼
緯
と
孝
経
緯
に
目
立
つ
。
本
稿
で
注
目
す
べ
き
は
後
者
で
あ
る
。

礼
緯
で
は
適
切
な
礼
の
実
践
が
符
瑞
を
齎
す
と
さ
れ
る
。
こ
の
理
論
を
支
え
る
の
は
、
前
章
の
杜�業
の
発
言
の
如
く
、
誠
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
経
書
で
最
も
多
く
誠
を
説
く
の
は

『

礼
記』

で
あ
る
。
後
の
解
釈
だ
が
、『

礼
記』

礼
器

｢

經
禮
三
百
、
曲
禮
三
千
、
其
の
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致
は
一
な
り

(�)｣
に
対
し
、�
玄
は

｢

一
は
誠
を
謂
ふ
な
り

(�)｣

と
注
を
付
け
、
大
小
数
多
の
礼
の
根
本
に
誠
を
据
え
た
。
前
漢
後
期
の
儒

家
と
後
漢
末
の�
玄
の
間
に
位
置
す
る
礼
緯
、
そ
の
中
の
礼
が
誠
を
前
提
と
し
た
こ
と
は
容
易
に
了
解
さ
れ
よ
う
。

『

孝
経』
は
前
述
の
如
く
皇
族
が

『

論
語』

と
併
修
し
、
ま
た
元
帝
期
以
後
に
経
書
化
が
進
展
し

(�)

、
緯
書
中
で
も
特
に
重
要
な
位
置

を
占
め
る
な
ど

(�)
、
非
常
に
注
目
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。
他
方
、
前
漢
後
期
に
至
る
ま
で
、
孝
を
因
と
す
る
符
瑞
出
現
の
記
述
は
管
見
の

限
り
存
在
し
な
い
。
両
者
の
関
係
を
示
し
た
最
初
の
記
述
は
、
劉
向

『

新
序』

雑
事
一
が
歴
代
孝
子
の
筆
頭
と
し
て
紹
介
し
た
舜
の
事

績
、

立
ち
て
天
子
と
爲
る
に
及
び
、
天
下

之
に
化
し
、
蠻
夷�
服
す
。
北
は
渠
搜
を
發
し
、
南
は
交
阯
を
撫
し
、
義
を
慕
は
ざ
る
は

莫
く
、
麟
鳳

郊
に
在
り
。
故
に
孔
子

曰
く
、
孝
弟
の
至
、�
明
に�
じ
、
四
海
に
光
つ
、
と
。
舜
を
之
れ
謂
ふ
な
り

(�)

。

で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
雑
事
一
で
孝
に
よ
る
事
績
と
し
た
舜
の
符
瑞
招
来
の
故
事
を
、
劉
向
は
同
書
雑
事
四
で
誠
に
よ
る
事
績
と
し
て

も
紹
介
す
る
。

人
君

苟
も
能
く
至
誠
も
て�
に
動
さ
ば
、
萬
物

必
ず
應
じ
て
感
移
す
、
堯
舜
の
誠
た
る
や
、
萬
國
に
感
じ
、
天
地
に
動
く
、
故

に
荒
外

風
に
從
ひ
、
鳳
麟�
舞
し
、
下
り
て
微
物
に
及
び
、
咸
な
其
の�
を
得
た
り

(�)
。

こ
の
誠
理
解
は
前
章
で
見
た

『

淮
南
子』

泰
族
訓
や

『

塩
鉄
論』
和
親
と
一
致
す
る
。
異
域
の
帰
順
と
麟
鳳
の
出
現
と
い
う
同
一
事
績

を
、
劉
向
は
孝
と
誠
で
説
明
し
た
こ
と
に
な
る

(�)
。
当
時
の
経
書
観
の
下
、
誠
を
援
用
し
て
孝
を
神
秘
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
孝
の
理
解
は
前
漢
末
に
広
く
受
容
さ
れ
、
経
文
主
義
の
流
行
と
相
俟
っ
て
、
経
と
し
て
の
孝
経
緯
の
中
で
文
章
化
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た

(�)

。

両
漢
期
に
お
け
る
儒
家
的
符
瑞
思
想
の
展
開

三
浦

第
九
十
八
巻

15

一
五



緯
書
に
は
誠
の
符
瑞
思
想
が
無
い
。
誠
が
礼
・
孝
の
本
質
と
さ
れ
、
各
々
の
実
践
が
説
か
れ
た
結
果
、
誠
が
表
立
っ
て
示
さ
れ
な
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
礼
の
実
践
の
強
調
は
、
緯
書
成
立
期
に
併
行
し
た
礼
制
改
革
を
想
起
す
れ
ば
理
解
で
き
る
。
孝
の
実
践
は
、

郊
祀
に
祖
先
祭
祀
の
性
格
を
付
与
し
た
王
莽
の
改
革
と
関
連
し
よ
う
。『

史
記』

・『

漢
書』

を
通
じ
、
孝
に
よ
る
符
瑞
出
現
が
記
録
さ

れ
た
の
も
、
次
章
で
指
摘
す
る
如
く
、
王
莽
た
だ
一
人
で
あ
る
。

第
四
章

郊
祀
改
革
の�
末
と
符
瑞
思
想

前
章
で
は
、
経
文
を
根
拠
と
せ
ず
に
難
航
し
た
礼
制
改
革
が
、
経
文
主
義
を
劉
向
か
ら
継
承
し
た
王
莽
に
よ
り
完
了
し
た
こ
と
、
そ

の
経
文
主
義
が
劉
向
・
匡
衡
に
代
表
さ
れ
る
前
漢
後
期
の
神
秘
的
な
経
書
観
と
相
俟
っ
て
、
符
瑞
思
想
を
多
く
含
む
緯
書
を
生
み
出
し

た
こ
と
を
論
じ
た
。
本
章
で
は
、
郊
祀
改
革
の�
末
を
符
瑞
思
想
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。
ま
ず
巻
二
五
郊
祀
志
下
と

『

続
漢
書』

祭

祀
志
上
を
参
照
し
て
同
改
革
の�
末
を
概
観
す
る
。

元
始
五
年

(

五)

、
大
司
馬
王
莽
が
長
安
の
南
北
郊
を
復
活
さ
せ
る
よ
う
奏
言
し
、『

孝
経』

聖
治
の
周
公
の
故
事
を
引
用
し
て
父
祖

を
天
と
合
わ
せ
祭
る
よ
う
要
求
し
、
別
の
奏
言
で
具
体
的
な
祭
祀
方
法
を
述
べ
た
。
こ
れ
ら
は

｢

元
始
中
故
事｣

と
し
て
後
漢
に
概
ね

継
承
さ
れ
た
。
建
武
二
年

(

二
六)

、
光
武
帝
は
洛
陽
城
南
七
里
に
南
郊
壇
を
設
け
、
隴
蜀
を
平
定
し
た
建
武
一
二
年

(

三
六)

よ
り
後

(�)

、

高
帝
を
天
と
合
わ
せ
祭
っ
た
。
こ
の
配
天
の
背
景
に
は
建
武
七
年

(
三
一)

の
議
が
あ
る
。
元
々
光
武
帝
は
堯
を
南
郊
で
祭
る
気
で
い

た
が
、
杜�業
の
子
・
林
が
国
君
で
も
祖
宗
祭
祀
を
重
ん
じ
る
べ
き
な
ど
を
理
由
に
反
対
し
た
た
め
、
こ
れ
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。

杜
林
の
議
に
あ
る
よ
う
に
、
後
漢
郊
祀
及
び
そ
れ
が
基
づ
く
王
莽
の
郊
祀
案
は
祖
先
祭
祀
の
側
面
を
も
つ

(�)
。
板
野
氏
の
指
摘
の
如
く
、
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祖
先
を
天
に
配
祀
す
る
と
い
う
天
子
の
最
大
の
孝
を
実
践
す
る
た
め
に
南
北
郊
で
親
祭
す
べ
し
、
と
い
う
の
が
王
莽
の
改
革
案
で
あ
る

(�)

。

し
か
し
改
革
当
初
、
天
地
の
祭
祀
と
孝
と
の
関
連
は
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
。
成
帝
期
の
王
商
ら
に
よ
る
南
北
郊
祀
再
主
張
の
中
に
は
、

『

孝
経』
感
応
の
引
用
と
思
し
き
箇
所

(

①)

が
あ
る
も

(

巻
二
五
郊
祀
志
下)

、『

孝
経』

の
原
文

(

②)

そ
の
ま
ま
で
は
な
い
。

①
明
王�
主
、
事
天
明
、
事
地
察
、
天
地
明
察
、�
明
章
矣
。

②
昔�
明
王
、
事
父
孝
、
故
事
天
明
、
事
母
孝
、
故
事
地
察
、
長
幼
順
、
故
上
下
治
、
天
地
明
察
、�
明
彰
矣
。

父
母
へ
の
孝
が
天
地
明
察
に
つ
な
が
る
と
い
う
感
応
章
の
核
心
が
、
郊
祀
改
革
で
は
完
全
に
無
視
さ
れ
て
い
る
。
王
商
ら
に
と
っ
て
天

地
へ
の
承
順
と
父
母
へ
の
孝
は
一
体
で
な
く
、
孝
が
天
と
つ
な
が
る
に
は
、
そ
の
た
め
の
概
念
を
別
途
用
意
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
渡

辺
氏
は
宗
廟
音
楽

｢

安
世�
中
歌｣
の
特
徴
と
し
て
、
孝
の
他
、
礼
制
改
革
を
牽
引
し
た
斉
詩
学
派
の
手
に
な
る
承
天
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
挙
げ
る

(�)
。
確
か
に
彼
ら
の
郊
祀
改
革
は
皇
帝
が
天
の
序
を
承
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
が
、
そ
こ
に
孝
は
導
入
さ
れ
て
い
な
い
。
承

天
と
孝
は
あ
く
ま
で
補
完
的
に
作
用
す
る
の
で
あ
っ
て
、
一
つ
の
も
の
で
は
な
い
。

王
莽
が
郊
祀
に
孝
概
念
を
導
入
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
渡
辺
氏
は
天
下
の
絶
対
的
公
共
性
と
私
的
血
統
原
理
に
由
来
す
る
王
権
の
矛

盾
を
止
揚
す
る
た
め
と
し

(�)
、
佐
川
英
治
氏
は
郊
祀
を
天
子
最
大
の
儀
礼
に
せ
ん
と
し
た
こ
と
で
生
じ
た
、
現
皇
帝
の
正
統
性
を
支
え
る

宗
廟
の
重
要
性
の
相
対
的
低
下
に
よ
る
郊
祀
と
宗
廟
の
緊
張
関
係
を
緩
和
さ
せ
る
た
め
と
す
る

(�)
。
或
い
は
、
元
始
元
年

(

一)

の
塞
外

蛮
夷
の
白
雉
献
上
の
符
瑞
の
よ
う
に

(

巻
九
九
王
莽
伝
上)

、
自
身
を
周
公
に
擬
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し

ろ
、
孝
そ
の
も
の
が
天
と
つ
な
が
る
観
念
と
な
ら
な
い
限
り
、
祭
天
儀
礼
と
祖
先
祭
祀
は
一
体
化
し
得
な
い
。
こ
れ
を
可
能
に
し
た
も

の
こ
そ
、
孝
に
よ
る
誠
の
取
り
込
み
で
あ
っ
た
。
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後
漢
中
期
の
学
者
・
張
衡
は
、｢

東
京
賦｣

(『

文
選』

賦
乙
京
都
中)

で
当
時
の
南
郊
祭
祀
の
様
子
を
、

將
に
天
郊
を
祀
り
、
地
功
に
報
ゐ
ん
と
す
る
に
及
び
、
…
…
然
る
後
に
以
て�
誠
を
獻
じ
、�
祀
を
奉
じ
、
曰
く
、
允
な
る
か
な
、

天
の
子
た
る�
な
り
、
と

(�)
。

と
歌
っ
て
い
る
。
祖
先
祭
祀
の
性
格
を
帯
び
た
後
漢
郊
祀
で
は
精
誠
が
献
じ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
天
の
子
が
天
と
つ
な
が
る
理
論
を
獲

得
し
た
。
恐
ら
く
は
王
莽
期
の
理
解
も
同
じ
と
思
わ
れ
る
。
元
始
五
年
五
月
庚
寅
、
王
莽
に
九
錫
を
与
え
る
元
后
の
策
書
に
、

嚴
父
配
天
の
義
を
推
顯
し
、
郊�
宗
祀
の
禮
を
修
立
し
、
以
て
大
孝
を
光
か
す
。
…
…
至���
、�
明
に�
じ
、�
考

嘉
し

て
享
く
。
光�
顯
章
た
り
、
天
符

仍
り
に
臻
り
、
元
氣

大
同
す
。
麟
鳳
龜
龍
、
衆�
の
瑞
、
七
百
有
餘
あ
り

(�)

。

と
あ
り
、
王
莽
の
郊
祀
改
革
が
大
孝
と
評
価
さ
れ
、『

孝
経』

を
踏
ま
え
た

｢

至���(
開
宗
明
義
章)

、�
明
に�
ず

(

感
応
章)｣

と
い
う
表
現
の
下
、
七
百
余
の
符
瑞
出
現
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
が

『

史
記』

・『

漢
書』

を
通
じ
て
唯
一
の
孝
に
よ
る
符
瑞
出
現
の
記
事

で
あ
る
。
既
に
孝
は
符
瑞
招
来
を
可
能
と
し
て
お
り
、
前
章
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
そ
の
背
景
に
は
劉
向
の
誠
の
援
用
に
よ
る
神
秘
化
が

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
王
莽
が
郊
祀
改
革
に
孝
を
導
入
し
、
周
囲
が
そ
れ
を
承
認
し
得
た
の
は
、
誠
を
含
む
孝
の
実
践
が
符
瑞
を
招
来
す

る
と
い
う
思
想
の
成
立
・
普
及
に
よ
る
。

後
漢
で
は
孝
に
よ
る
符
瑞
招
来
の
例
を
複
数
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
も
孝
の
中
で
誠
を
致
す
こ
と
で
可
能
と
な
る
。
後
漢
順
帝
期
の

潁
川
太
守
朱
寵
に
当
地
の
人
物
を
尋
ね
ら
れ
た
功
曹
史�
凱
は
、
胡
定

(

字
は
元
安)

を
そ
の
一
人
に
挙
げ
た
。

胡
元
安

曾
參
の
至
行
を
體
し
、
樂
正
の
純
業
を
履
み
、
喪
親
し
て
血
を
泣
し
、
骨
立
し
て
形
の
み
存
し
、�
誠�
明
に
洞
せ
ば
、

雉
兔

其
の
左
右
に
集
ひ
、
潁
陽
に
出
ず

(�)
。(『

後
漢
紀』

巻
一
八
孝
順
皇
帝
紀
上)
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胡
定
が
孝
を
尽
く
す
中
、
そ
の
精
誠
に
よ
り
集
ま
っ
た
雉
・
兔
は
、
符
瑞
と
見
な
し
て
よ
い

(�)

。
誠
を
明
示
す
る
例
は
極
め
て
少
な
い
が
、

多
数
存
在
す
る
孝
と
符
瑞
出
現
の
記
事
は
、
や
は
り
孝
の
中
で
誠
を
致
し
た
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
か
く
前
漢
に
は
存
在

し
な
か
っ
た
孝
に
よ
る
符
瑞
招
来
が
、
後
漢
で
は
皇
帝
以
外
の
人
間
に
さ
え
も
可
能
と
な
っ
た
背
景
と
し
て
、
孝
経
緯
の
影
響
が
考
え

ら
れ
る

(�)
。

元
氣

混
沌
と
し
て
、
孝

其
の
中
に
在
り
。
天
子

孝
た
れ
ば
、
天
龍

圖
を
負
ひ
、
地
龜

書
を
出
だ
し
、
夭�
消
滅
し
、
景
雲

出
游
す
。
庶
人

孝
た
れ
ば
、
則
ち
澤
林

茂
り
、
浮
珍

舒
し
、
怪
草

秀
で
、
水�
魚
を
出
す

(�)

。(『

初
学
記』

巻
一
七
人
部
上
孝
所

引

『

孝
経
援
神
契』)

天
子
も
庶
人
も
孝
に
よ
り
招
瑞
鎮
災
が
で
き
る
。
こ
の
仕
組
は
難
解
だ
が
、
陰
陽
未
分
の
元
気
に
孝
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
二
分
し
た

陰
陽
が
生
成
す
る
万
物
全
て
に
孝
が
宿
り
、
孝
を
介
し
て
の
感
応
が
可
能
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
こ
の
仕
組
は
誠
の
感
応

作
用
に
等
し
い
。
ま
た

『

孝
経』

天
子
疏
所
引

『
孝
経
援
神
契』

に
、

天
子
の
孝

就
と
曰
ふ
、�
天
下
を
被
り
、
澤

萬
物
に
及
び
、
始
終
を
し
て
成
就
せ
し
め
、
其
の�
考
を
榮
ん
に
す
る
を
言
ふ

な
り

(�)
。

と
あ
り
、
天
下
の
万
物
に
徳
沢
を
加
え
、
そ
の
始
終
つ
ま
り
生
の
全
体
を
成
就
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
身
の
祖
先
を
顕
彰
す
る
こ
と
が
天

子
の
孝
と
定
義
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
徳
を
万
民
万
物
に
施
し
て
そ
の
性
を
充
実
せ
し
め
る
誠
の
作
用
そ
の
も
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
誠
を
含
む
孝
は
、
郊
祀
改
革
を
定
着
せ
し
め
、
ま
た
君
主
像
に
も
影
響
を
与
え
た
。
こ
れ
を
確
認
で
き
る
の
が
、
後
漢

三
代
皇
帝
の
章
帝
が
五
経
の
異
同
を
正
す
べ
く
開
催
し
た
白
虎
観
会
議
に
お
け
る
結
果
を
班
固
が
ま
と
め
た

『

白
虎
通』

で
あ
る

(�)

。
封
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禅
篇
に
ま
と
め
ら
れ
た
符
瑞
思
想
の
冒
頭
に
、

天
下
太�
に
し
て
、
符
瑞
の
來
た
り
至
る�
以
は
、
以
爲
ら
く
王�
天
を
承
け
て
統
理
し
、
陰
陽
を
調
和
せ
ば
、
陰
陽

和
し
、

萬
物

序
し
、
休
氣

充
塞
す
、
故
に
符
瑞

並
ん
で
臻
る
、
皆
な�
に
應
じ
て
至
る
、
と

(�)

。

と
い
う
一
般
理
論
と
思
し
き
記
述
が
あ
る
。
こ
の
一
文
は
周
公
の
事
績
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る

(�)

。『

白
虎
通』

は
祖
先
配
天
の
実
施

を
根
拠
と
し
て
周
公
に
聖
人
の
地
位
を
与
え
て
い
る

(�)
。
つ
ま
り
、『

白
虎
通』

が
規
定
す
る
符
瑞
招
来
を
可
能
と
す
る
君
主
像
は
、
南

郊
に
お
い
て
祖
先
を
天
に
配
祀
す
る
と
い
う
、
天
子
最
大
の
孝
を
行
う
者
を
前
提
に
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『

白
虎

通』

は
一
般
理
論
に
続
い
て
個
別
の
符
瑞
思
想
を
列
挙
す
る
が
、
そ
の
ほ
ぼ
全
て
が

『

孝
経
援
神
契』

か
ら
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
陳

立

『

白
虎
通
疏
証』

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、

�
草
木
に
至
ら
ば
、
朱
草

生
じ
、
木�
理
す

(�)
。(『

白
虎
通』

封
禅)

王�
の�
草
木
に
至
ら
ば
、
則
ち
朱
草

生
ず

(�)
。(『

太
平
御
覧』

巻
八
七
三
休
徴
部
朱
草
所
載

『

孝
経
援
神
契』)

�
草
木
に
至
ら
ば
、
則
ち
木�
理
す

(�)
。(『

芸
文
類
聚』

巻
九
八
祥
瑞
部
木
連
理
所
載

『

孝
経
援
神
契』)

を
挙
げ
る
。
草
木
の
他
、
天
地
鳥
獣
山
陵
泉
淵
な
ど
、
天
地
万
物
に
王
者
の
徳
が
及
ぶ
こ
と
で
各
種
の
符
瑞
が
出
現
す
る
と
い
う
符
瑞

思
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
述
の
孝
経
緯
に
お
け
る
天
子
の
孝
の
具
体
的
事
例
に
他
な
ら
な
い
。『

白
虎
通』

は
誠
を
含
ん
だ

孝
経
緯
の
孝
を
実
践
す
る
者
と
し
て
君
主
像
を
構
築
し
、
そ
の
君
主
は
必
然
的
に
符
瑞
招
来
を
可
能
と
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
経
文
主
義
と
神
秘
的
な
経
書
観
を
背
景
に
、
前
漢
後
期
に
経
書
化
が
進
ん
だ

『

孝
経』

と
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
孝

が
神
秘
化
し
、
孝
が
誠
を
媒
介
と
し
て
天
地
と
結
び
つ
き
、
王
莽
の
郊
祀
改
革
及
び
後
漢
郊
祀
に
継
承
さ
れ
た
。
こ
の
孝
は
符
瑞
の
招
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来
を
可
能
と
し
、
章
帝
期
の
白
虎
観
会
議
に
お
い
て
、
皇
帝
は
孝
と
し
て
の
郊
祀
を
行
っ
て
天
の
秩
序
を
承
け
、
自
ら
徳
沢
を
天
地
万

物
に
加
え
て
符
瑞
を
招
来
す
る
存
在
と
公
認
さ
れ
た
。

お

わ

り

に

本
稿
は
前
漢
末
・
後
漢
初
期
を
中
心
に
、
儒
教
と
皇
帝
や
国
家
・
社
会
と
の
関
係
を
符
瑞
思
想
の
観
点
か
ら
検
討
を
行
っ
た
。
前
漢

で
は
文
・
武
帝
期
に
形
成
さ
れ
た
、
巫
祝
や
女
楽
な
ど
を
介
し
て
天
地
鬼
神
を
祭
る
郊
祀
が
行
わ
れ
、
皇
帝
は
そ
の
中
で
符
瑞
を
捉
え

た
。
一
方
、
昭
帝
期
の
塩
鉄
会
議
と
宣
帝
期
の
石
渠
閣
会
議
を
経
て
官
界
で
の
勢
力
を
拡
大
し
た
儒
家
は
、
誠
に
よ
り
徳
沢
を
天
地
万

物
に
加
え
て
符
瑞
を
招
来
す
る
君
主
像
を
形
成
し
た
。
こ
れ
を
背
景
に
、
成
帝
期
の
儒
家
は
誠
を
致
し
て
天
地
を
親
祭
す
る
南
北
郊
祀

を
要
請
し
た
。
難
航
し
た
同
改
革
を
平
帝
期
の
王
莽
が
完
了
し
得
た
の
は
、
劉
向
以
来
の
経
文
を
重
視
す
る
姿
勢
に
よ
る
。
こ
の
姿
勢

は
劉
向
・
匡
衡
ら
儒
家
が
も
つ
神
秘
的
な
経
書
観
と
結
び
つ
き
、
孔
子
制
作
と
さ
れ
る
緯
書
に
多
く
の
符
瑞
思
想
を
取
り
込
む
結
果
と

な
っ
た
。
こ
の
過
程
で
孝
も
神
秘
化
し
て
誠
を
媒
介
に
天
地
と
結
び
つ
き
、
符
瑞
の
招
来
を
可
能
と
し
つ
つ
王
莽
の
郊
祀
改
革
や
後
漢

郊
祀
に
継
承
さ
れ
た
。
後
漢
章
帝
期
の
白
虎
観
会
議
で
は
、
皇
帝
は
孝
と
し
て
の
郊
祀
で
天
の
秩
序
を
承
け
、
自
ら
徳
沢
を
天
地
万
物

に
加
え
て
符
瑞
を
招
来
す
る
存
在
と
公
認
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
展
開
は
、
符
瑞
と
皇
帝
の
関
係
に
対
す
る
人
々
の
認
識
の
変
化
に
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
漢
で
は
、
出
現
し

た
符
瑞
の
真
贋
議
論
に
お
い
て
徳
は
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た

(�)
。
と
こ
ろ
が
後
漢
に
な
る
と
、
符
瑞
は
徳
に
よ
る
と
の
原
則
か
ら
、
す
で

に
符
瑞
と
認
定
さ
れ
た
現
象
を
、
実
は
災
異
で
あ
る
と
批
判
す
る
者
が
現
れ
た

(�)
。
こ
う
し
た
徳
の
有
無
を
基
準
と
す
る
符
瑞
判
定
は
、
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皇
帝
の
神
秘
性
を
批
判
す
る
指
標
を
提
供
し
、
そ
の
権
威
を
低
下
さ
せ
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
白
虎
観
会
議
の
時
代
を
生
き
た
王
充
は
、

符
瑞
の
真
贋
は
徳
と
政
治
で
判
断
で
き
る
と
し
て
後
漢
明
・
章
帝
期
の
符
瑞
を
真
と
し

(�)

、
正
史

『

後
漢
書』

の
著
者
で
あ
る
劉
宋
の
范

曄
は
、
王
道

(

徳
に
よ
る
政
治)

の
盛
衰
を
基
準
に
光
武
帝
か
ら
和
帝
ま
で
の
符
瑞
を
真
に
近
き
も
の
と
判
定
し
た

(�)

。
徳
を
起
点
と
す

る
符
瑞
思
想
を
形
成
し
た
儒
教
は
、
天
に
も
等
し
い
と
さ
れ
た
皇
帝
や
天
の
降
す
符
瑞
を
人
道
の
下
に
置
く
こ
と
を
可
能
と
し
つ
つ
、

社
会
に
浸
透
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
徳
と
政
治
と
い
う
人
道
に
応
じ
て
現
れ
る
符
瑞
は
、
儒
教
の
価
値
観
を
共
有
す

る
社
会
に
お
い
て
は
有
徳
の
象
徴
と
さ
れ
、
皇
帝
の
権
威
は
む
し
ろ
高
ま
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
礼
制
改
革
の
完
成
や
孝
の
実
践
者
と
し
て
の
神
秘
的
皇
帝
像
の
公
認
、
一
般
人
士
の
孝
に
よ
る
符
瑞
招
来
や
徳
政
に
よ
る
符
瑞

判
断
は
、
元
帝
期
の
儒
家
官
僚
進
出
の
み
か
ら
は
直
接
導
出
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
孝
に
よ
る
誠
の
取
り
込
み
、
神
秘
的
経
書
観
の
経

文
主
義
へ
の
反
映
、
そ
の
一
結
果
と
し
て
の
緯
書
の
登
場
に
よ
り
、
彼
ら
の
教
説
が
形
を
変
え
て
国
家
・
社
会
に
浸
透
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
だ
と
す
れ
ば
、
儒
教
と
国
家
・
社
会
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
前
漢
末
・
後
漢
初
期
は
多
大
な
重
要
性
を
も
つ
時
期
と
考
え
て

よ
い
。
た
だ
し
本
稿
で
は
、
讖
緯
を
含
む
儒
家
教
説
が
後
漢
の
国
家
・
社
会
で
有
意
に
存
続
し
た
か
を
十
分
に
検
討
で
き
な
か
っ
た
。

特
に
両
漢
期
は
讖
類
の
利
用
が
盛
ん
な
時
期
で
あ
る
。
讖
の
流
行
を
考
慮
し
つ
つ
、
次
稿
で
は
後
漢
に
お
け
る
讖
緯
の
実
態
と
国
家
・

社
会
と
の
関
係
を
考
察
し
た
い
。
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(

１)
『

漢
代
儒
教
の
史
的
研
究

儒
教
の
官
学
化
を
め
ぐ
る
定
説

の
再
検
討

』

序
章
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
。
氏
は
同
章
で

儒
教
国
教
化
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
史
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
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(
２)

｢

皇
帝
支
配
の
成
立｣

岩
波
講
座

『

世
界
歴
史』

四
、
一
九
七

〇
年
、
同

『

中
国
古
代
国
家
と
東
ア
ジ
ア
世
界』

第
一
篇
第
二
章
、

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
所
収
。
同

『

秦
漢
帝
国』

講
談
社
、

一
九
七
四
年
。

(

３)
｢

図
讖
と
儒
教
の
成
立｣

『

史
学
雑
誌』

八
七
―
二
・
三
、
一
九

七
五
年
、
同

『
儒
教
成
立
史
の
研
究』

第
九
章
、
岩
波
書
店
、
一
九

九
五
年
所
収
。

(

４)
｢

儒
教
の
成
立｣

岩
波
講
座

『

世
界
歴
史』

四
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
〇
年
、
前
掲
註

(

２)
同
氏
著
書
第
一
二
章
所
収
。

(

５)
｢｢

儒
教
の
国
教
化｣

と

｢

儒
教
の
官
学
化｣｣
『

東
洋
史
研
究』

三
七
―
四
、
一
九
七
九
年
。

(

６)
｢

白
虎
観
会
議
前
夜

後
漢
讖
緯
学
の
受
容
と
展
開

｣

『

史
林』

六
三
―
六
、
一
九
八
〇
年
。

(

７)

前
掲
註

(

１)

福
井
氏
論
文
参
照
。

(

８)
『

緯
書
の
成
立
と
そ
の
展
開』

前
篇
第
九
章
、
国
書
刊
行
会
、

一
九
七
九
年
。

(

９)

前
掲
註

(

１)

福
井
氏
論
文
参
照
。

(

10)
『

緯
書
と
中
国
の
神
秘
思
想』

平
河
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。

な
お
本
稿
は
符
瑞
思
想
の
語
を
、
麟
鳳
亀
龍
等
め
で
た
い
し
る
し

(

符
瑞)

の
出
現
と
そ
の
意
味
に
関
す
る
思
想
と
し
て
使
用
す
る
。

(

11)

戸
川
芳
郎
・
蜂
屋
邦
夫
・
溝
口
雄
三
著

『

儒
教
史』

第
一
章
五
、

山
川
出
版
社
、
一
九
八
七
年
。

(

12)

黄
老
思
想
に
つ
い
て
は
、
金
谷
治

｢

漢
初
の
道
家
思
潮｣

(

同

『

秦
漢
思
想
史
研
究』

第
二
章
、
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
〇
年)

参

照
。

(

13)
｢

前
漢
に
お
け
る
墨
家
の
再
生

儒
教
の
官
学
化
に
つ
い
て

の
一
試
論

｣
『

東
方
学』

三
九
、
一
九
七
〇
年
。

(

14)
｢

董
仲
舒
と
法
家
思
想｣

『

史
滴』

三
六
、
二
〇
一
四
年
。

(

15)
｢

塩
鉄
論
議
後
史

儒
教
の
国
教
化
へ
の
一
段
階

｣
『

早

稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要

第
四
分
冊』

四
五
、
一
九
九

九
年
。

(

16)

保
科
季
子

｢

前
漢
後
半
期
に
お
け
る
儒
家
礼
制
の
受
容

漢

的
伝
統
と
の
対
立
と
皇
帝
観
の
変
貌

｣
(

歴
史
と
方
法
編
集
委

員
会

『

歴
史
と
方
法
三

方
法
と
し
て
の
丸
山
眞
男』

青
木
書
店
、

一
九
九
八
年)

。

(

17)
『

史
記』

巻
二
八
封
禅
書
は
高
祖
が
秦
の
祭
天
場
た
る
雍
四
畤

に
一
畤
を
加
え
て
五
畤
と
し
た
と
す
る
が
、
金
子
修
一

｢

漢
代
の
郊

祀
と
宗
廟
と
明
堂
及
び
封
禅｣

(

同

『

古
代
中
国
と
皇
帝
祭
祀』

第

二
部
第
三
章
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年)

は
栗
原
朋
信

｢

秦
の
郊

祀
の
対
象
と
し
て
の
上
帝｣

(

同

『

秦
漢
史
の
研
究』

｢

史
記
の
秦
始

皇
本
紀
に
関
す
る
二
・
三
の
研
究｣

第
五
章
第
二
節
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
〇
年
所
収)

を
根
拠
に
信
憑
性
の
乏
し
い
も
の
と
し
て
考
慮



東

洋

学

報

第
九
十
八
巻

24

二
四

し
な
い
。
本
稿
も
こ
れ
に
従
う
。

(
18)

｢

前
漢
郊
祀
制
度
研
究
序
説

成
帝
時
郊
祀
改
革
以
前
に
つ

い
て

｣
『

中
国
古
代
史
論
叢』

初
集
、
二
〇
〇
四
年
。

(

19)

前
掲
註

(

17)

金
子
氏
論
文
参
照
。

(

20)

前
掲
註

(
18)

鷲
尾
氏
論
文
参
照
。

(

21)

文
帝
十
五
年
の
詔
勅

(『

史
記』

巻
一
〇
孝
文
本
紀)

は
五
徳

終
始
説
と
関
わ
る
た
め
別
の
機
会
に
論
じ
る
。
た
だ
し
、
天
の
降
す

符
瑞
か
ら
如
何
な
る
制
度
・
政
策
が
必
要
か
を
知
る
同
説
の
天
・
符

瑞
・
皇
帝
の
関
係
は
、
前
漢
皇
帝
が
祭
祀
で
天
に
符
瑞
を
求
め
る
三

者
の
関
係

(

後
述)

と
、
施
徳
と
い
う
人
道
の
実
践
が
欠
如
す
る
点

で
類
似
す
る
と
考
え
る
。

(

22)

元
鼎
五
年
冬
一
一
月
辛
巳
朔
・
元
封
元
年
春
正
月
・
元
封
元
年

夏
四
月
癸
卯
・
元
封
二
年
夏
六
月
・
元
封
四
年
春
三
月
・
元
封
六
年

春
三
月
・
太
初
二
年
夏
四
月
・
後
元
元
年
春
二
月

(
巻
六
武
帝
紀)

。

(

23)�
躬
祭
后
土
地�
、
見
光
集
于
靈
壇
、
一
夜
三
燭
。
幸
中�
宮
、

殿
上
見
光
。

(

24)
｢

郊
祀
歌｣

に
つ
い
て
は
、
渡
辺
信
一
郎

｢

前
漢

｢

郊
祀
歌｣

十
九
章
の
祭
祀
空
間
と
政
治
空
間｣

(

同

『

中
国
古
代
の
楽
制
と
国

家

日
本
雅
楽
の
源
流

』

第
一
部
第
二
章
、
文
理
閣
、
二
〇

一
三
年)

参
照
。

(

25)

本
文
五
首
の
他
は
、
元
康
元
年
春
三
月
・
神
爵
二
年
春
二
月
・

甘
露
二
年
春
・
甘
露
三
年
春
の
四
首

(

巻
八
宣
帝
紀)

。

(

26)

乃�
鳳
皇
甘
露
降
集
京
師
、
嘉
瑞
並
見
。
修
興
泰
一
・
五
帝
・

后
土
之
祠
、�
爲
百
姓
蒙��
。
鸞
鳳
萬
舉
、
蜚
覽��
、
集
止
于

旁
。
齋
戒
之
暮
、�
光
顯�
。
薦
鬯
之
夕
、�
光
交
錯
。
或
降
于
天
、

或
登
于
地
、
或
從
四
方
來
集
于
壇
。
上
帝
嘉
嚮
、
海�
承�
。

(

27)

年
次
比
定
は

『

漢
書
補
注』

巻
八
七
楊
雄
伝
の
沈
欽
韓
補
注
に

よ
る
。

(

28)
｢

玄���
、
秬
鬯�
淡
、�
嚮
豐
融
、
懿
懿
芬
芬
。
炎
感�

龍
兮�票
訛
碩
麟
。�
巫
咸
兮
叫
帝�
、
開
天
庭
兮
延
羣�
。�賓
暗
藹

兮
降�
壇
、
瑞
穰
穰
兮
委
如
山｣

。
訓
読
は
高
橋
忠
彦

『

新
釈
漢
文

大
系

文
選

(

賦
篇)

中』
(

明
治
書
院
、
一
九
九
四
年)

を
参
考
と

し
た
。

(

29)

前
掲
註

(

18)

鷲
尾
氏
論
文
参
照
。
ま
た
目
黒
杏
子

｢

王
莽

｢

元
始
儀｣

の
構
造

前
漢
末
に
お
け
る
郊
祀
の
変
化

｣

(『

洛
北
史
学』

八
、
二
〇
〇
六
年)

も
甘
泉
泰
畤
郊
祀
儀
礼
に
お
け

る
参
加
者
の
役
割
を
検
討
し
、
同
儀
礼
に
お
け
る

｢

人
間｣

側
の
主

役
は
、
傍
観
す
る
皇
帝
や
百
官
で
は
な
く
直
接
降
神
を
行
う
巫
や
女

楽
だ
っ
た
と
す
る
。

(
30)

狩
野
直
喜

｢

支
那
上
代
の
巫
、
巫
咸
に
就
い
て｣

(

同

『

支
那

文
学
藪』

第
一
部
、
一
九
七
三
年
所
収)

。

(

31)
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
本
質
が
ト
ラ
ン
ス
の
間
に
魂
が
肉
体
を
抜
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二
五

け
出
し
て
昇
天
し
、
神
々
・
精
霊
・
霊
魂
と
交
渉
す
る
エ
ク
ス
タ
シ
ー

に
あ
る
こ
と
は
、
ミ
ル
チ
ア
・
エ
リ
ア
ー
デ
著
、
堀
一
郎
訳『

シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム

古
代
的
エ
ク
ス
タ
シ
ー
技
術

』
(

筑
摩
書
房
、

二
〇
〇
四
年)

参
照
。

(

32)

田
天

『
秦
漢
国
家
祭
祀
史
稿』

第
三
章

(

生
活
・
読
書
・
新
知

三
聯
書
店
、
二
〇
一
五
年)

は
、
宣
帝
の
祠
廟
建
造
と
符
瑞
出
現
が

長
安
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
。

(

33)

明
帝
の
永
平
六
年
春
二
月
・
永
平
一
七
年
夏
五
月
戊
子
、
章
帝

の
元
和
二
年
夏
五
月
戊
申
・
元
和
二
年
秋
九
月
壬
辰
・
章
和
元
年
夏

六
月
壬
戌
の
詔
勅
。

(

34)

狩
野
直
禎
・
西
脇
常
記
訳
注

『
漢
書
郊
祀
志』

(

平
凡
社
、
一

九
八
七
年)

を
参
考
と
し
た
。

(

35)

年
次
比
定
は
巻
一
〇
成
帝
紀
に
よ
る
。

(

36)

同
右
。

(

37)

藤
川
正
数

｢

郊
祀
制
に
つ
い
て｣

(

同

『

漢
代
に
お
け
る
礼
学

の
研
究』

増
補
版
第
四
章
、
風
間
書
房
、
一
九
六
八
年)

、
板
野
長

八

｢

前
漢
末
に
於
け
る
宗
廟
・
郊
祀
の
改
革
運
動｣

(

同

『

中
国
古

代
に
お
け
る
人
間
観
の
展
開』

第
二
〇
章
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二

年)

参
照
。

(

38)

甘
泉
、
汾
陰
及
雍
五
畤
始
立
、
皆
有��
感
應
、
然
後
營
之
、

非
苟
而
已
也
。
武
・
宣
之
世
、
奉
此
三�
、
禮
敬
敕
備
、�
光
尤�
。

…
…
高�
時
五
來
、
文
帝
二
十
六
來
、
武
帝
七
十
五
來
、
宣
帝
二
十

五
來
、
初
元
元
年
以
來
亦
二
十
來
、
此
陽
氣
舊
祠
也
。(

巻
二
五
郊

祀
志
下)

(

39)

金
子
修
一

｢

漢
代
に
お
け
る
郊
祀
・
宗
廟
制
度
の
形
成
と
そ
の

運
用｣

(

同

『

中
国
古
代
皇
帝
祭
祀
の
研
究』

第
Ⅱ
部
第
四
章
、
岩

波
書
店
、
二
〇
〇
六
年)

、
佐
川
英
治

｢

漢
六
朝
的
郊
祀
与
城
市
規

画｣
(

余
欣
主
編

『

中
古
時
代
的
礼
儀
・
宗
教
与
制
度』

上
海
古
籍

出
版
社
、
二
〇
一
二
年)

参
照
。

(

40)

前
掲
註

(

37)

藤
川
氏
論
文
、
板
野
氏
論
文
参
照
。

(

41)

以
爲��
功�
至
大
、
雖
修�
微
而
備
庶
物
、�
不
足
以
報
功
、

唯
至
誠
爲
可
、
故
上
質
不�
、
以
章
天�
。

(

42)

誠
に
つ
い
て
は
、
武
内
義
雄

『

易
と
中
庸
の
研
究』

第
五
章
三

(

岩
波
書
店
、
一
九
四
三
年)

、
赤
塚
忠

｢

中
庸
解
説｣

(

同

『

新
釈

漢
文
大
系

大
学
・
中
庸』

明
治
書
院
、
一
九
六
七
年)

参
照
。
ま

た
溝
口
雄
三

｢

理｣
(

同

『

中
国
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
Ⅰ

異
と

同
の
あ
い
だ

』

一
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年)

は
、
小
島
毅

氏
の
修
士
論
文
を
紹
介
し
つ
つ
宋
代
の
天
譴
論
と
至
誠
の
関
連
を
指

摘
し
、
同

｢

心｣
(

同
書
六)

は
漢
か
ら
宋
ま
で
の
天
譴
論
と
誠
と

の
関
連
に
言
及
す
る
。
な
お
小
島

｢

宋
代
天
譴
論
の
政
治
理
念｣

(『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要』

一
〇
七
、
一
九
八
八
年)

は
修
士
論
文

を
別
視
点
で
ま
と
め
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
至
誠
へ
の
言
及
は
目
立
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二
六

た
な
い
。

(
43)

｢『

中
庸
篇』

の
成
り
立
ち｣

(

前
掲
註

(

３)

同
氏
著
書
第
七

章)
二
五
七
頁
。

(

44)
｢

精
誠
の
哲
学｣

加
地
伸
行
博
士
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編

『

中
国
学
の
十
字
路

加
地
伸
行
博
士
古
稀
記
念
論
集』

研
文
出
版
、

二
〇
〇
六
年
。

(

45)

惟
誠
感�
、�
乎
民
心
、
知
刑
敬
之
本
、
則
不
怒
而
威
、
不
言

而
信
。
誠
、�
之
主
也
。
言
之�
聚
也
。
詩
曰
、
鼓
鐘
于
宮
、
聲
聞

于
外
。

(

46)

朝
廷
内
で
は
董
仲
舒
の
第
一
対
策

｢

天
下
之
人
同
心
歸
之
、
若

歸
父
母
、
故
天
瑞
應
誠
而
至｣

が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
掲
註

(

１)

福

井
氏
著
書
第
二
篇
第
三
章
に
よ
れ
ば
、
こ
の
箇
所
は
董
仲
舒
本
人
に

よ
る
も
の
と
言
い
得
る
。

(

47)�
誠
感
於�
、
形
氣
動
於
天
、
則
景
星
見
、�
龍
下
、�
鳳
至
、

醴
泉
出
、
嘉�
生
、
河
不
滿�
、�
不
溶
波
。

(

48)

王�
中
立
而
聽
乎
天
下
、�
施
方
外
、�
國
殊
俗
、
臻
於
闕
廷
、

鳳
皇
在
列
樹
、
麒
麟
在
郊
藪
、
羣
生
庶
物
、
莫
不
被
澤
。

(

49)

補
足
と
し
て
他
三
人
の
誠
理
解
を
看
取
で
き
る
箇
所
を
示
す
。

｢

以
陛
下�
明
、�
推
至
誠
、
深
思
天
變
、
何
應
而
不
感
。
何
搖
而

不
動｣
(

巻
六
〇
杜
欽
伝)

、｢��
致
改
、
至
誠
應
天
、
則
積
異
塞

於
上
、�
亂
伏
於
下
、
何
憂
患
之
有｣

(

巻
八
五
谷
永
伝)

、｢

又
曰
、

天��

辭
、
言
有
誠�
、
天
輔
之
也
。
明
承
順
天�
在
於
崇�
博
施
、

加�
致
誠
、
孳
孳
而
已｣

(

巻
八
一
孔
光
伝)

。

(

50)

願
陛
下
加
致�
誠
、
思
承
始
初
、
事
稽�
古
、
以
厭
下
心
、
則

黎
庶
羣
生
無
不�
喜
、
上
帝
百�
收�
威
怒
、���
祿
何�
不
報
。

(

51)

東
鄰
殺
牛
、
不
如
西
鄰
之�龠
祭
、
言
奉
天
之�
、
貴
以
誠
質
大

得
民
心
也
。
行
穢
祀
豐
、�
不
蒙�
、�
修
薦
薄
、
吉
必
大
來
。
…
…

�
瑞
未�
、
咎�
仍
臻
。
迹
三
郡�
奏
、
皆
有
變
故
。
不
答
不
饗
、

何
以
甚
此
。

(

52)

前
掲
註

(

４)

板
野
氏
論
文
は
、
人
道
の
語
を
人
間
の
行
う
べ

き
道
徳
や
政
治
と
し
て
使
用
す
る
。
本
稿
も
こ
れ
に
従
う
。

(

53)

前
掲
註

(

16)

保
科
論
文
参
照
。

(

54)

自
元
、
成
後
學�
蕃
滋
、
貢
禹
毀
宗
廟
、
匡
衡
改
郊
兆
、
何
武

定
三
公
、
後
皆
數
復
、
故
紛
紛
不
定
。
何�
。
禮
文
缺
微
、
古
今
異

制
、
各
爲
一
家
、
未
易
可�
定
也
。
考
觀�
儒
之
議
、
劉�
博
而
篤

矣
。

(

55)

た
だ
し
喪
服
小
記
篇
の
文
言
で
あ
る
。

(

56)

た
だ
し
祭
法
篇
の
文
言
で
あ
る
。

(

57)

前
掲
註

(

39)

金
子
氏
論
文
一
六
六
頁
。

(
58)

前
掲
註

(

16)

保
科
氏
論
文
参
照
。

(
59)

巻
二
二
礼
楽
志
参
照
。

(

60)
｢

天
下
観
念
と
中
国
に
お
け
る
古
典
的
国
制
の
成
立｣

、
同

『

中
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二
七

国
古
代
の
王
権
と
天
下
秩
序

日
中
比
較
史
の
視
点
か
ら

』
第
三
章
、
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
三
年
。

(

61)
｢

前
漢
中
末
期
の
思
想｣

同

『

秦
漢
思
想
史
の
研
究』

第
四
章
、

創
文
社
、
一
九
八
五
年
。

(

62)

前
掲
註

(
39)

金
子
氏
論
文
参
照
。

(

63)

臣
聞
六
經�
、�
人�
以
統
天
地
之
心
、�
善
惡
之
歸
、
明
吉

凶
之
分
、�
人�
之
正
、
使
不
悖
於
其
本
性�
也
。
故
審
六
藝
之
指
、

則
人
天
之
理
可
得
而
和
、
草
木
昆
蟲
可
得
而
育
、
此
永
永
不
易
之�

也
。
及
論
語
・
孝
經
、�
人
言
行
之�
、
宜
究
其
意
。

(

64)

凡
六
經
帝
王
之��
、
莫
不
致
四
靈
焉
。�
盛
則
以
爲
畜
、
治

�
則
時
氣
至
矣
。

(

65)

前
掲
註

(

８)

安
居
氏
論
文
参
照
。

(

66)

保
科
季
子

｢

受
命
の
書

漢
受
命
伝
説
の
形
成

｣
(『

史

林』

八
八
―
五
、
二
〇
〇
五
年)

は
、
天
命
は
文
字
と
な
っ
て
下
達

さ
れ
る
と
の
人
々
の
認
識
が
前
漢
末
に
存
在
し
た
と
す
る
。

(

67)

緯
書
の
形
成
に
与
っ
た
と
さ
れ
る
公
羊
学
・
京
氏
易
・
斉
詩
学

の
学
説
は
多
分
に
予
言
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
。
こ
れ
も
讖
類
と

緯
類
が
緯
書
に
混
在
し
得
た
一
因
だ
ろ
う
。
安
居
氏
は
、
両
類
が
と

も
に
秦
漢
神
秘
思
想
に
立
脚
す
る
点
、
立
説
形
成
者
が
共
通
す
る
点

に
そ
の
融
合
の
因
を
求
め
る
。
前
掲
註

(

８)

安
居
氏
著
書
前
篇
第

五
・
六
・
九
章
・
後
篇
第
二
章
参
照
。

(

68)

經
禮
三
百
、
曲
禮
三
千
、
其
致
一
也
。

(

69)

一
謂
誠
也
。

(

70)

板
野
長
八

｢『

孝
経』

の
成
立｣

(

前
掲
註

(

３)

板
野
氏
著
書

第
一
章)

参
照
。

(

71)

例
え
ば
、｢

孔
子
曰
、
吾
志
在
春
秋
、
行
在
孝
經
、
以
春
秋
屬

商
、
以
孝
經
屬
參｣

(『

芸
文
類
聚』

巻
二
六
人
部
一
〇
所
引

『

孝
経

鉤
命
決』)

な
ど
。

(

72)

及
立
爲
天
子
、
天
下
化
之
、
蠻
夷�
服
。
北
發
渠
搜
、
南
撫
交

阯
、
莫
不
慕
義
、
麟
鳳
在
郊
。
故
孔
子
曰
、
孝
弟
之
至
、�
於�
明
、

光
於
四
海
。
舜
之
謂
也
。

(

73)

人
君
苟
能
至
誠
動
於�
、
萬
物
必
應
而
感
移
、
堯
舜
之
誠
、
感

於
萬
國
、
動
於
天
地
、
故
荒
外
從
風
、
鳳
麟�
舞
、
下
及
微
物
、
咸

得
其�
。

(

74)

石
光
瑛

『

新
序
校
釈』

は
雑
事
四

｢

堯
舜
之
誠
、
感
於
萬
國｣

の
校
釈
に
雑
事
一
の
舜
の
事
績
を
引
用
し
た
上
で
、｢

是
堯
舜
修�

以
誠
感
萬
国
之
事
也｣

と
評
価
す
る
。

(

75)

徐
興
無

『

讖
緯
文
献
与
漢
代
文
化
構
建』

第
五
章

(

中
華
書
局
、

二
〇
〇
三
年)

は
、
孝
経
緯
の
成
立
に
は
斉
学
の
影
響
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
す
る
。

(
76)

『

資
治
通
鑑』

巻
四
二
・
四
三
に
よ
れ
ば
、
隴
右
が
安
定
し
た

の
は
建
武
一
〇
年

(

三
四)

末
、
蜀
が
平
定
さ
れ
た
の
は
建
武
一
二



東

洋

学

報

第
九
十
八
巻

28

二
八

年
一
一
月
で
あ
る
。

(
77)
小
島
毅

｢

郊
祀
制
度
の
変
遷｣

(『

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要』

一

〇
八
、
一
九
八
九
年)

に
よ
れ
ば
、
宋
代
の
郊
祀
制
度
に
は

｢

孝｣

の
対
象
と
し
て
の

｢

天｣

と

｢

理｣

的

｢

天｣

の
論
争
が
あ
り
、
前

者
か
ら
後
者
へ
の
転
換
が
あ
っ
た
。

(

78)

前
掲
註

(
37)
板
野
氏
論
文
参
照
。

(

79)
｢

前
漢
時
代
の
宗
廟
と
楽
制

『

安
世
房
中
歌』

十
七
章
と

承
天
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

｣
(

前
掲
註

(

24)

同
氏
著
書
第
三
章)

。

(

80)
｢

古
代
中
国
の
王
権
と
郊
祀

南
郊
祭
天
儀
礼
を
中
心
に

｣
(

前
掲
註

(

60)

同
氏
著
書
第
五
章)

。

(

81)

前
掲
註

(

39)

佐
川
氏
論
文
参
照
。

(

82)

及
將
祀
天
郊
、
報
地
功
、
…
…
然
後
以
獻�
誠
、
奉�
祀
、
曰
、

允
矣
、
天
子�
也
。

(

83)

推
顯
嚴
父
配
天
之
義
、
修
立
郊�
宗
祀
之
禮
、
以
光
大
孝
。
…
…

至���
、�
於�
明
、�
考
嘉
享
。
光�
顯
章
、
天
符
仍
臻
、
元

氣
大
同
。
麟
鳳
龜
龍
、
衆�
之
瑞
、
七
百
有
餘
。

(

84)

胡
元
安
體
曾
參
之
至
行
、
履
樂
正
之
純
業
、
喪
親
泣
血
、
骨
立

形
存
、�
誠
洞
於�
明
、
雉
兔
集
其
左
右
、
出
於
潁
陽
。

(

85)

こ
の
判
断
は
、
後
漢
後
期
の
蔡�
が
母
へ
の
孝
に
よ
り
現
れ
た

菟
・
連
理
を
休
瑞
と
表
現
し
た
こ
と
に
基
づ
く
。｢�
性
篤
孝
、
母

常
滯
病
三
年
、�
自
非
寒��
變
、
未
嘗
解
襟
帶
、
不
寢
寐�
七
旬
。

母
卒
、
廬
于
冢
側
、
動
靜
以
禮
。
有
菟
馴
擾
其
室
傍
、
又
木
生�
理
、

��
奇
之
、
多
往
觀
焉｣

(『

後
漢
書』

列
伝
五
〇
下
蔡�
伝)

、｢

是

以
靈�
、
降
之
休
瑞
、
兔
擾
馴
以
昭
其
仁
、
木�
理
以
象
其
義｣

(『

蔡
中
郎
集』

外
集
巻
一

｢

祖
徳
頌｣)

。

(

86)

平�
隆
郎

『｢

八
紘｣

と
は
何
か』

第
一
章
第
一
・
二
節

(

汲

古
書
院
、
二
〇
一
二
年)

は
後
漢
豪
族
・
遊
侠
が
緯
書
を
受
容
し
て

｢

儒｣

化
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

(

87)

元
氣
混
沌
、
孝
在
其
中
。
天
子
孝
、
天
龍
負
圖
、
地
龜
出
書
、

夭�
消
滅
、
景
雲
出
游
。
庶
人
孝
、
則
澤
林
茂
、
浮
珍
舒
、
怪
草
秀
、

水
出�
魚
。

(

88)

天
子
孝
曰
就
、
言�
被
天
下
、
澤
及
萬
物
、
始
終
成
就
、
榮
其

�
考
也
。

(

89)

前
掲
註

(

39)

金
子
氏
著
書
は
、
王
莽
が

『

孝
経』

、『

白
虎
通』

が
孝
経
緯
に
よ
っ
て
天
子
を
爵
号
と
す
る
点
に
両
者
の
共
通
性
を
指

摘
す
る
。

(

90)
｢

天
下
太�
、
符
瑞�
以
來
至�
、
以
爲
王�
承
天
統
理
、
調

和
陰
陽
、
陰
陽
和
、
萬
物
序
、
休
氣
充
塞
、
故
符
瑞
並
臻
、
皆
應�

而
至｣

。
引
用
は
陳
立

『

白
虎
通
疏
証』

(

中
華
書
局
、
一
九
九
四
年)

に
よ
る
。

(
91)

周
公
踐
祚
、
理
政
與
天
合
志
、
萬
序
咸
得
、
休
氣
充
塞
。(『

路

史』
余
論
六
所
引

『

孝
経
援
神
契』)



両
漢
期
に
お
け
る
儒
家
的
符
瑞
思
想
の
展
開

三
浦

第
九
十
八
巻

29

二
九

(
92)

『

白
虎
通』

聖
人
に

｢

何
以
言
文
・
武
・
周
公
皆�
人
也
。
…
…

孝
經
曰
、
則
周
公
其
人
也
。
下
言
、
夫�
人
之�
、
又
何
以
加
于
孝

乎｣
と
あ
り
、
こ
の

『

孝
経』

は
王
莽
が
郊
祀
改
革
で
引
用
し
た
聖

治
章
で
あ
る
。

(

93)�
至
草
木
、
朱
草
生
、
木�
理
。

(

94)

王
者�
至
草
木
、
則
朱
草
生
。

(

95)�
至
於
草
木
、
則
木�
理
。

(

96)

宣
帝
期
の
美
陽
出
土
の
鼎
は
古
文
字
の
知
識
よ
り

(

巻
二
五
郊

祀
志
下)

、
彭
城
出
現
の
鳳
皇
は
京
師
に
出
現
し
な
い
こ
と
よ
り

(

巻
一
九
百
官
公
卿
表
下
・『

論
衡』
験
符)

、
成
帝
期
の
東�
出
現

の
黒
龍
は
継
嗣
無
き
時
期
の
出
現
よ
り

(
巻
八
五
谷
永
伝)

、
符
瑞

で
は
な
い
と
議
論
さ
れ
た
。

(

97)

是
時
京
師
及
四
方
累
有
奇
異
鳥
獸
草
木
、
言
事�
以
爲�
瑞
。

敞�
經
傳
、
能
爲
天
官
、
意
甚
惡
之
。
乃
言
於
二
公
曰
、
夫
瑞
應
依 �

而
至
、
災
異�
政
而
生
。
…
…
今
異
鳥�
於
殿
屋
、
怪
草
生
於
庭

際
、
不
可
不
察
。(『

後
漢
書』

列
伝
三
三
何
敞
伝)

(

98)

夫
世
瑞
不
能
別
。
別
之
如
何
。
以
政
治
・
時
王
之�
。
…
…
案

永�
以
來
、
訖
於
章
和
、
甘
露
常
降
、
故
知
衆
瑞
皆
是
、
而
鳳
凰
騏

�
皆
真
也
。(『

論
衡』

講
瑞)

(

99)

序
例
曰
、
凡
瑞
應
、
自
和
帝
以
上
、
政
事
多
美
、�
於
有
實
、

故
書
見
於
某
處
。
自
安
帝
以
下
、
王�
衰
缺
、
容
或��
、
故
書
某

處
上
言
也
。(『

後
漢
書』

本
紀
五
安
帝
紀
注)

(

付
記)

本
稿
は
平
成
二
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(

日
本
学
術
振

興
会
特
別
研
究
員
奨
励
費)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科

ア
ジ
ア
文
化
研
究
専
攻
博
士
課
程)
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